
四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

四国中央市データ

　　６月末日現在（前月比）

人口  男　43,318人  （-30）

　　  女　45,626人　 （-9）

　　  計　88,944人  （-39）

世帯　38,938世帯　   （-1）

表紙：上分国体協力会の炬火採火式〔7/8（土）・上分小学校にて〕



フェンシング

10/1 （日） ～

10/4 （水）

伊予三島運動公園
体育館

国体協力会
～精いっぱいのおもてなしの心で選手のみなさんを迎えます～

国
体
開
幕
ま
で
あ
と
２
か
月
！

　

国
民
体
育
大
会
は
、
愛
媛
県
で
は
64
年
振
り

に
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。
本
市
で

は
正
式
競
技
４
競
技
と
公
開
競
技
１
競
技
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
１
競
技
の
計
６
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
の
国
体
協
力
会
で

は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
（
成
年
女
子
、少
年
男
子
・

女
子
）
54
チ
ー
ム
、
約
２
０
０
名
の
選
手
・
監

督
の
み
な
さ
ん
を
民
泊
形
式
で
受
け
入
れ
ま
す
。

　

地
域
を
挙
げ
て
国
体
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
頂
い
て
い
る
国
体
協
力
会
の
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

特集

エアロビック

9/3 （日）

伊予三島運動公園
体育館

綱引

9/9 （土） ～

9/10 （日）

土居総合体育館
（アリーナ土居）

国体協力会調理実習の様子（寒川町）

10/1 （日）

10/2 （月）

10/4 （水）

10/5 （木）

スカイフィールド富郷

ラグビー（少年男子）軟式野球

10/6 （金）

浜公園
川之江野球場

空手道

10/7 （土） ～

10/9 （月・祝）

伊予三島運動公園
体育館

　

愛え
が
お顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
の
開
催
ま

で
、
あ
と
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
国

体
成
功
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、
市
内

20
地
区
の
国
体
協
力
会
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
考
え
、

チ
ー
ム
四
国
中
央
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
連
携
を
図
り
ま
す
。
全
国
か
ら
お
越

し
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
選
手
や
監
督

に
「
お
も
て
な
し
」
が
で
き
る
よ
う
、

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴木晴喜さん

四国中央市国体協力会
連絡協議会　会長

（土居町蕪崎）



　

民
泊
す
る
選
手
や
監
督
の
食
事
は
公
民
館
で

提
供
し
ま
す
。
各
地
区
国
体
協
力
会
調
理
班
の

６
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
調
理
に
携
わ
り
ま

す
。
提
供
す
る
食
事
は
、
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め

国
体
四
国
中
央
市
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
「
し

こ
ち
ゅ
～
レ
シ
ピ
」
を
基
に
調
理
さ
れ
、
食
材

は
愛
媛
県
産
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
調
理
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
四
国
中
央
保
健
所
の
衛

生
指
導
を
受
け
、
衛
生
面
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

各
地
区
の
調
理
班
で
は
、
お
い
し
く
、
安
全
安

心
な
食
事
を
提
供
す
る
た
め
に
、
本
番
さ
な
が

ら
の
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
や
そ
の
周
辺
へ
の
の
ぼ
り
旗
の
設
置

（
総
数
６
０
０
本
）
や
、
受
け
入
れ
施
設
の
装
飾

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
で
の
歓
迎
会
な
ど

を
企
画
し
、
選
手
や
監
督
を
温
か
く
迎
え
ま
す
。

　

各
地
区
国
体
協
力
会
で
５
月
か
ら
炬
火
採
火

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
炬
火
と
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
20
か
所
で
お

こ
さ
れ
た
火
は
８
月
26
日
、
イ
オ
ン
川
之
江
店

で
行
わ
れ
る
集
火
イ
ベ
ン
ト
で
一
つ
に
集
め
ら

れ
て
四
国
中
央
市
の
火
と
な
り
、
選
手
た
ち
を

見
守
り
ま
す
。

　

選
手
や
監
督
の
皆
さ
ん
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
公
民
館
や
地
域
を
花
で
飾
り
ま
す
。
各
地
区

国
体
協
力
会
の
美
化
班
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど
総
数
約

１
万
２
千
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え
、

水
や
り
を
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

選
手
や
監
督
の
到
着
に
合
わ
せ
て
、
公
民
館
や

そ
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

選
手
や
監
督
の
皆
さ
ん
の
宿
泊
先
と
し
て
、

市
内
92
か
所
の
ご
家
庭
で
受
け
入
れ
る
予
定
で

す
。
受
け
入
れ
家
庭
の
方
に
は
宿
泊
衛
生
講
習

会
を
受
講
し
、
四
国
中
央
保
健
所
か
ら
民
泊
の

衛
生
に
関
す
る
指
導
を
受
け
て
頂
き
ま
す
。
宿

泊
用
物
品
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
受
け
入
れ
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

公民館
各地区国体協力会

美化班

歓迎班

調理班

宿泊班

民泊家庭

チーム

花
いっ
ぱ
い
運
動

民
泊

炬
火
採
火

歓
迎
・
装
飾

調
理

土居中学校美術部による関川公民館壁画

心をこめて♪（川之江町）

統一メニュー「しこちゅ～レシピ」 県産、市の特産品を食材に

地域のみなさん

総務班

苗は、障害者支援施設・障害児入所施

設太陽の家（妻鳥町）で育てられます。

各地区協力会で苗をプラ

ンターに植え替えます。

のぼり旗の設置

（土居町小林）

花植えの準備風景（上分町）

歓迎看板

（公民館用）

採火式の様子（土居町蕪崎）



各
地
区
国
体
協
力
会
会
長
か
ら

金生
国体協力会会長

川之江地区
国体協力会会長

金田
国体協力会会長

上分
国体協力会会長

川滝地区
国体協力会会長

松柏
国体協力会会長

新宮
国体協力会会長

嶺南地区
国体協力会会長

豊岡地区
国体協力会会長

小富士
国体協力会会長

長津
国体協力会会長

かぶらさき
国体協力会会長

てんま
国体協力会会長

関川地区
国体協力会会長

中曽根
国体協力会会長

三島地区
国体協力会会長

寒川
国体協力会会長

中之庄
国体協力会会長

石川　進さん

尾﨑　毅さん出水武美さん伴野壽一さん

藤原憲雄さん髙石正広さん

石川末吉さん 中田邦志さん

鈴木清雄さん石川　博さん

鈴木俊広さん進藤　武さん

加藤弘明さん岸　敬子さん鈴木晴喜さん加地　明さん榊原　勲さん

藤原　孝さん

矢野浩一さん

土居地区
国体協力会会長

妻鳥
国体協力会会長

選手や監督さんに
良い思い出をお持
ち帰り頂けるよう
に頑張ります。

国体が終わってもま
た金田に来たいと思
えるようなおもてな
しをしたいです。

素朴で人情あふれ
るまち金生町が選
手をお待ちしてお
ります。

進藤高志さん
民泊を通じて四国
中央市の良さを
知ってもらいたい
ですね。

訪れたみなさんが
心に残る国体とな
るようお迎えしま
す。

新しい公民館で、
地域のみなさんと
一緒に選手たちを
おもてなしします。

半世紀に一度巡っ
てくる出会いを大
切にしたいと思い
ます。

選手たちを、子や
孫のように愛情を
もって迎えたいと
思います。

来月 9月にデモンストレーションスポーツ「エアロビック」と公開競技「綱引」が開催！

デモンストレーションスポーツ
「エアロビック」
　9月 3日（日）9：00 ～開始式
　　　　　　　 9：30 ～競技開始
　伊予三島運動公園体育館
　会場電話番号：28-6071

訪れた選手のみな
さんを、地域を挙
げて応援します。

国体を機会に地域
の輪をますます広
げて選手たちをお
迎えします。

人をもてなす気持
ちを、地域のみな
さんと共有できう
れしく思います。

訪れる選手も自分
たちも楽しく思え
る国体にしたいと
思います。

選手たちもそうで
すが、私たちも心
に残る国体にした
いと思います。

訪れた選手たちが
「また来ます！」
そんな国体になれ
ばと思います。

選手たちにとって家
族のような居心地の
いい雰囲気を作りた
いと思います。

ホテルでは味わえな
い民泊ならではの趣
を選手たちに提供し
たいと思います。

おもてなしの心を
大切に、土居地区
のみなさんと選手
をお迎えします。

フェンシング界を
背負う若者の訪れ
を心待ちにしてい
ます。

選手たちの心が和
む環境を作ってあ
げたいと思いま
す。

帰郷の際には子を
見送るような気持
ちになれれば良い
ですね。

公開競技「綱引」
　9月 9日（土）14：30 ～競技開始
　9月 10 日（日）10：30 ～競技開始
　土居総合体育館（アリーナ土居）
  会場電話番号：74-1111

観覧無料
観覧無料



　新しい中曽根公民館が 7月に完成し、8月 1 日火曜日から業務を開始します。新施設は、木造平屋建てで、館
内のバリアフリー化など、機能的にも地域に開かれた利用しやすい施設を目指しています。地域における生涯学
習の拠点である新しい公民館を、中曽根地域の皆さま、ぜひ幅広くご活用ください。

　

中
曽
根
地
域
の
み
な
さ
ん
が
長
年
待
ち
望

ん
で
い
た
、
新
し
い
公
民
館
が
完
成
し
ま
し

た
。
公
民
館
で
は
珍
し
い
木
造
建
築
と
な
っ

て
い
ま
す
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

中
曽
根
公
民
館
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 髙橋拓也

中曽根公民館主事

○所在地　川之江町 4105 番地 49

○面　積　8,405 ㎡（野芝 約 2800 ㎡）

○駐車場　109 台

問い合わせ先　都市計画課　28-6231

○所在地：中曽根町 1502 番地 1

○敷地面積：3,110.26 ㎡

○建築面積：1,040.43 ㎡

○延床面積： 959.93 ㎡

○構造　

■一般棟：木造平屋建て

■大ホール棟：鉄骨造平屋建て

○駐車場：32 台

建物概要

中曽根公民館が完成しました！

大ホール 調理室 玄関ホール

中曽根公民館　28-6061

＜位置図＞

中曽根保育園

中曽根小学校

旧中曽根公民館

中曽根公民館

★



突
然
襲
う
土
砂
災
害

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
な
ど
に
よ
り
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
の
備
え
や
情
報
収
集
、
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

大
雨
特
別
警
報

　
警
報
の
一
種
で
す
が
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る

か
に
超
え
る
規
模
で
起
き
る
よ
う
な
甚
大
な
災
害
・

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　

対
象
地
域
の
方
は
、
直
ち
に
「
命
を
守
る
行
動
」

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
変
化
に
は
注
意
を
！
（
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
）

●
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

●
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

●
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

【地すべり】
●
が
け
か
ら
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
ち
て
く
る

●
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る

●
が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る

【がけ崩れ】
●
急
に
川
の
水
が
に
ご
り
流
木
が
混
ざ
る

●
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位

　

が
下
が
る

●
山
鳴
り
が
す
る

【土石流】

副市長退任・就任のお知らせ

坂
さ か う え

上秀
ひ で き

樹

新副市長

真
ま な べ

鍋 譲
ゆずる

前副市長

　

平
成
22
年
に
副
市
長
に
ご
選
任
い
た
だ
き
、
市
民
福
祉

の
向
上
と
市
政
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
陰
な
が
ら
本
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【在
任
期
間
】

平
成
22
年
８
月
１
日
～
平
成
29
年
６
月
30
日　

　

本
市
は
今
、
篠
原
市
政
2
期
目
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
重
要
な
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
副
市
長
を
拝
命
し
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
市
政
発
展
に
誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【任
期
】

平
成
29
年
７
月
１
日
～
平
成
33
年
６
月
30
日

【略
歴
】

昭
和
55
年
４
月
に
旧
伊
予
三
島
市
役
所
入
庁
。
生
活
環
境

課
長
、
総
務
課
長
を
経
て
平
成
25
年
４
月
か
ら
総
務
部
長
。

平
成
29
年
７
月
、
副
市
長
就
任

　真鍋譲副市長が 6月 30 日付で退任し、坂上秀樹副市長が 7月 1日付で就任しました。

命
を
守
る
行
動

◆
そ
れ
も
間
に
合
わ
ず
、
歩
く
の
も
危
険
な
状
態

の
場
合
は
、
外
に
出
ず
自
宅
の
2
階
以
上
で
、
土
砂

災
害
の
危
険
が
あ
る
地
域
で
は
斜
面
と
反
対
側
の
部

屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
市
か
ら
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る
場
合
は
た
だ
ち
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

◆
夜
間
や
既
に
浸
水
が
始
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
無
理
に
避
難

所
に
行
か
ず
、
近
く
の
頑
丈
な

建
物
の
高
い
場
所
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

気
象
情
報
、
避
難
情
報
を
参
考
に
、

　
　

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

気象警報や避難勧告等の伝達・収集方法

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
状

況
で
、
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
と
き
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

○防災有線告知システム
○ケーブルテレビの文字テロップ放送
○防災・広報メール（事前の登録が必要です。登録方法
　は下記をご覧ください）
【登録方法】
次の URL にアクセスしてご覧ください
（四国中央市防災有線告知システムポータルサイト）
https://www.bousai.shikokuchuo.jp/mag/index.aspx
※情報料は無料ですが、通信料は受信者の負担となります

　災害時には、正確な気象情報・避難情報を把握する
ことが大事です。
　市では気象警報・避難勧告等の情報を次の方法でお
届けしますので、あらかじめ電子メールアドレスの登
録などを行い、災害時の情報収集に役立てください。
（※各携帯会社から配信されるエリアメールもあります）

安全・危機管理課　28-6934
総務課　28-6002



体験 ・経験型
訓練への参加

実施訓練・講習は下表
をご覧ください。

避難するときのポイント
　実際に地震が起きたと想定し、災害時危険にな
りうる場所などを確認しながら、避難経路が安全
であるか、また避難方法は的確であるかなどを意
識しながら避難を実施してください。
　日頃から身近な危険箇所を把握することで、避
難時の被害を軽減することができます。

土居小学校で給水訓練に参

加される方は空きペットボ

トルやポリタンクを持参し

てください。

自主訓練後に会場での訓練に参加

自主訓練を行う自主防災会や自治会は…

　各組織独自に計画している地区の集会所などに集合し、人
員確認（安否確認訓練）を行うなど各地区で自主的に訓練を
行う場合、消防本部　安全・危機管理課（28-6934）へ組織名
（地域名）や参加人数（男女）及び活動内容などをお知らせく
ださい。

土居小学校まで行けない方は ･･･

　消防防災センター 1階防災学習コー

ナーを9時～12時まで一般開放します。

　9月 3日（日）に限り事前の利用予
約は必要ありません。防災について
学習・体験しましょう。

避難 ・集合
（消防団など警戒パトロール・

避難誘導・安全確認）

地域の集会所など

土居小学校

※訓練は、都合により、
　中止・変更となる場合
　があります

会場に到着したら

○自主防災会や自治会単位で避難した場合

○個人で避難した場合

※土居小学校以外での受け付け
及び訓練はありません

各代表者は参加人数確認後、組織名や参加
数（男女別）を受付にお知らせください。

受付にお知らせください。

実施訓練 内　　容

避難所運営訓練避難所開設・受付・誘導訓練
資機材の実演 担架付きリアカーや背負子式避難具の体験
救急救命講習 ＡＥＤの取り扱い方法
土砂災害講話 土砂災害に対する防災講話
健康管理訓練 避難所生活時のストレッチや健康管理
生活不活発病予防訓練 避難所生活での不活発からの症状による注意点や体操・活動
物資配給訓練 避難所での物資配布訓練
消火訓練 水消火器を使った消火訓練
煙体験ハウス 煙を充満させたテント内での避難体験
給水訓練 給水車による給水活動
車両展示 特殊車両などの展示
地震体験車 地震体験車を使った地震体験

時間　8時～ 10 時

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

土居小学校での訓練内容

四
国
中
央
市
防
災
訓
練
の
実
施

昨年の川之江小学校

での訓練風景

※一部イラストは、「政府広報オンライン」からの転載です

９
月
３
日 
（
日
）
８
時
～

想
定

地
震
発
生

 

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
震
度
７
の
地
震
が

発
生
し
、
市
内
各
地
で
火
災
や
家
屋
の
倒
壊
、

一
部
断
水
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
想
定
す
る
。

■
訓
練
の
主
会
場　

土
居
小
学
校

　

今
年
は
土
居
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

に
て
、
８
時
か
ら
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
市
内
全
域
訓
練

　

自
主
防
災
会
や
自
治
会
が
行
う
自
主
訓
練
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
始
合
図

○
防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

　

サ
イ
レ
ン
を
２
回
鳴
ら
し
ま
す

○
訓
練
メ
ー
ル
配
信

■
訓
練
方
法

○
８
時
の
放
送
と
同
時
に
市
内
で
シ
ェ
イ
ク
ア

　

ウ
ト
訓
練
（「
ま
ず
低
く
」「
頭
を
守
り
」「
動

　

か
な
い
」
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

○
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
・

　

学
校
・
職
場
な
ど
で
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

　

練
に
よ
る
安
全
確
保
行
動
を
１
分
間
取
っ
て

　

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所

　

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
意
）
今
回
の
訓
練
で
は
避
難
所
開
放
は
し
ま

せ
ん
。
避
難
所
ま
で
の
経
路
の
確
認
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
決
行　

た
だ
し
、
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
時
は
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
、
７
時
に
市
内
放
送
し
ま
す
。
各
家
庭

で
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
点
検
な
ど
、
家
庭
内
で

で
き
る
訓
練
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い



○工事期間中は騒音や車両の進入の為、近隣の皆

　さまやかわのえ高原ふるさと館の利用者にご迷

　惑をおかけしますが、ご理解・ご協力の程お願

　いいたします。

○かわのえ高原ふるさと館は改修工事の為、10 月

　1日から休館します。

○貸館機能・講座機能については、現在建設中の

　川之江地域交流センター（仮称）（平成 30 年 2

　月末完成予定）に引き継がれます。

　川之江地区まちづくり計画に基づき、平成 27 年 12 月から進めていた四国中央市歴史考古博物館（仮称）の基本設計、
実施設計が平成 29年 2月に完了し、6月に建設工事に着手しました。工期は平成 30年 6月末までの 1年１か月となっ
ています。
　市民会館川之江会館に隣接する現在の四国中央市考古資料館は、施設の老朽化や増え続ける出土資料に対する収蔵
スペースが不足していることから、かわのえ高原ふるさと館の敷地内に豊富な収蔵スペースを持つ収蔵館を建設し、
文化財・郷土資料などの整理、収蔵機能を強化します。また、既存のかわのえ高原ふるさと館は、文化財・郷土資料
の展示に特化した施設としてリニューアル整備を行います。
　これらの施設を一体的に利活用することで、収蔵機能と展示機能の充実を図り、地域の歴史・文化を学び発信する
拠点として整備します。

主要施設概要

展
示
館

企画展示室

1、2
歴史考古に関する企画展示室

特別展示室
温湿度管理に特に配慮した
重要な文化財などの展示室

収
蔵
館

図面整理室・

遺物整理室

市で出土したものを整理保管
などをする作業室

考古収蔵室 考古資料の保管・整理室

特別・

古文書等収蔵室

重要なものや特別展示のための
重要な文化財の保管室

四国中央市歴史考古博物館（仮称）を建設します

四国中央市歴史考古博物館（仮称）完成予想図 都市計画課　28-6231

展示館 収蔵館

延床面積 1,404.37 ㎡ 661.49 ㎡

建築面積 1,082.98 ㎡ 455.28 ㎡

敷地面積 5,102.44 ㎡

構造 鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造 2階建て

※展示館は、かわのえ高原ふるさと館を

改修し、収蔵館は新築となります。 収蔵館完成予想図

現在のかわのえ高原ふるさと館

（川之江町 2217 番地 83）

　市歴史考古博物館（仮称）
起工式が行われました。式典
で篠原市長は、「市内外を問
わず多くの方に協力して頂い
て、博物館が充実していくこ
とを願っています」と話して
いました。

7/18（火）起工式

起工式で挨拶をする篠原市長



■申込方法　

　受講料を持参し、伊予三島運動公園体育館または川之江体育館の窓

口までお越しください。電話での予約もできます。８月７日（月）か

ら受け付けを開始しますのでお早めに申し込みください。なお、８月

８日（火）は休館日です。

※一度お申し込みいただくとキャンセルができません（電話での予約

も含みます）。毎週火曜日は休館日のため受け付けができません

■問い合わせ先

　伊予三島運動公園体育館 28-6071　川之江体育館 28-6255

8月７日 （月） から受付開始！！

８月スタート

※会場は参加人数によって決定します

曜日 教室名・講師 定 員 場 所 日 時 受講料 備   考

月

月曜
ストレッチ

薦
せ ん だ

田亮志（体協職員）

一般
50 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/21 ～ 12/25
計 15 回

10 時～ 11 時
4,500 円

　マット上でヨガのポーズやスト
レッチを行い、無理なく筋肉を動か
します。高齢者や体力に自信の無い
方にもおすすめです。

ママのための
シェイプアップ

三好陽子さん

一般女性
25 名

川之江体育館
柔道場

9/4 ～ 12/25
計 15 回
10 時～
11 時 30 分

回数券
2,700 円
（9回分）
※残りの回数
は当日払い

　ストレッチや筋力トレーニングを
中心に、産後の気になる体を引き締
めます。お子さま連れでＯＫ！※託
児なし

水

のんびりヨガ
宮本 由美子さん

（国際ヨガ協会）

一般
50 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/23 ～ 12/27
計 16 回

10 時 30 分～
11 時 40 分

6,400 円

　初心者向けの教室です。一人ひと
りの体質・体調・年齢に合わせたプ
ログラムで、無理なく続けることが
できます。

木

ママのための
シェイプアップ
＆　子ども教室

三好陽子さん・保育士
（みしま乳児保育園）

ママ30名、
1歳以上の
未就学児
25 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/7 ～ 12/21
計 11 回
10 時～
11 時 30 分

ママ回数券
2,100 円
（7回分）
子ども回数
券 1,400 円
（7回分）
※残りの回数
は当日払い

　お子さま連れで気軽に来られる教
室です。ストレッチや筋力トレーニ
ングを中心に、産後の気になる体を
引き締めます。ママの教室中、子ど
もたちは保育士を含む職員がお預か
りします（1 歳未満のお子さまはマ
マのそばで見学）。

レベルアップヨガ

宮本 由美子さん

（国際ヨガ協会）

一般
50 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/24 ～ 12/21
計 14 回

13 時 30 分～
14 時 40 分

5,600 円

　ある程度（約 20 回以上）のヨガの
経験があり、次の段階へ進みたいと
思われている方にお勧めの教室です。
昇級試験に興味がある方もご参加い
ただけます。

金

金曜
ストレッチ

薦田亮志（体協職員）

一般 
50 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/25 ～ 12/22
計 14 回
9 時～ 10 時

4,200 円

　マット上でヨガのポーズやスト
レッチを行い、無理なく筋肉を動か
します。高齢者や体力に自信の無い
方にもおすすめです。

ボクサ＆

ピラティス

薦田亮志（体協職員）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/25 ～ 12/22
計 14 回

10 時 30 分～
11 時 30 分

4,200 円

　有酸素運動のボクササイズと、筋
力トレーニングとストレッチを組み
合わせた運動法のピラティスを行い
ます。

金曜ヨガ

薦田亮志（体協職員）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

8/25 ～ 12/22
計 13 回

13 時 30 分～
14 時 30 分

3,900 円
　体を引き締めることを目的とした
ヨガ教室です。スタイルや姿勢を良
くしたい方におすすめです。

伊予三島運動公園体育館トレーニングルームに案内スタッフが

9/6(水)、13(水)、20(水)の3日間常駐しています。※初心者向けです。 伊予三島運動公園体育館トレーニングルーム

トレーニングマシンが新しくなりました♪



申し込み先 問い合わせ先募集期限・期間持参品定員対象者参加費講師内容 ファクス

イベント情報

乳児保育所こども村　56-1310

と き ところ 内容や対象者
8/ 3（木）川之江児童館 1・2歳児主体
8/ 8（火） 妻鳥保育園 0歳児主体
8/22（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび 無 料

体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます

10：00 ～ 11：30

8/13（日）11：00 ～ 15：00

今年の夏も霧の森が熱い！
第 10 回　霧の森夏まつり

8/27（日）　10：00 ～ 15：00

翠波高原

翠波高原コスモスまつり2017

音楽ライブ、バザー、お楽しみ抽
選会など
観光交通課　28-6187

てらの・金砂湖畔広場　
夏の感謝祭

8/20（日）　10：00 ～ 15：00

てらの湖畔広場

あめごのつかみ取り、産直市など
観光交通課　28-6187

handmade イベント
ふぃ～る♪８

8/11（金・祝）　11：00 ～ 15：00

土居文化会館（ユーホール）

県内外からハンドメイド作家を集
め、雑貨、ワークショップ、グル
メ、癒しと健康に関するイベント
を行います。会場も広げ昨年より
パワーアップして開催します！
小学生以下のお子さんにはプレゼ
ントがあります（先着順：無くな
りしだい終了）。
にじのとびら　77-5254

四国アイランドリーグ plus
（交流戦）

愛媛マンダリンパイレーツ vs
福岡ソフトバンクホークス（3軍）
大人（高校生以上）
当日 1,000 円（前売り 800 円）
中学生以下
当日 500 円（前売り 400 円）
※未就学児童は無料
公益財団法人四国中央市体育協会
28-6071

チケット販売所
※ 8月上旬販売開始
伊予三島運動公園体育館、川之江
体育館、各庁舎市民窓口センター

9/9（土）・9/10（日）

予備日 9/11（月）

両日 13：00

プレイボール

浜公園川之江野球場

9/24（日）　16：00 キックオフ

ニンジニアスタジアム

（愛媛県総合運動公園陸上競技場）

愛媛FC
マッチシティ四国中央市

チケット販売所
※ 8月上旬販売開始
伊予三島運動公園体育館、川之江
体育館、各庁舎市民窓口センター

愛媛 FCvs 横浜 FC
一般 1,000 円（特別優待券）
※通常価格 2,300 円
小・中・高校生は無料でご招待！
（チケット販売所で招待券を配り
ます）
公益財団法人四国中央市体育協会
28-6071

小学生向けイベント
8/13（日）、8/14（月）の 2 日間
は交湯～館玄関横で飲み物や軽食
の販売有り
霧の森　0570-07-3111

かわのえ高原ふるさと館の催し
開館時間：9：00～ 17：00（入場無料）

休館日：毎週月曜日、祝日の翌日

28-6260

まんが似顔絵展

8/19（土）～ 9/3（日）
　まんが似顔絵講座の生徒作品展。
　有名人そっくりの似顔絵を展示。

第 7回　四国中央現代アート展

今回のテーマ「物語」　
8/6（日）～ 9/3（日）
※最終日は 15：00 まで

8/20（日）、8/27（日）、9/3（日）
12：00 ～ 15：00
講座生があなたの似顔絵を楽しく
描きます♪
1枚　50円

ユーホールロビー展のご案内
休館日：毎週月曜日、祝日の翌日

28-6353

文化協会土居支部　写真部作品展

8/13（日）～ 8/27（日）
9：00 ～ 21：30
※初日16：00から、最終日16：00まで

まんが似顔絵イベント開催

霧の森交湯～館
お盆期間中の営業時間変更について
8/8（火）～ 8/20（日）の間は、
休まず営業します。
○営業時間　8：30 ～ 21：00
○入　　浴　10：00 ～ 21：00
　　　　　　（最終受付 20：30）
※ 8/10（木）、8/17（木）は短縮営業
　飲食オーダーストップ　17：00
　閉館　19：00（最終受付 18：30）
　霧の森交湯～館　72-2611



初心者英会話②

9/19 ～ 10/24（毎週火曜日・全６回）

19：00 ～ 20：00

四国中央市保健センター 1階　

集団検診室（9/26 は、2階研修室）

ショーン先生とたくさん英語で話
して楽しく英語を勉強しません
か？これから始める人、「初心者
英会話①」から継続したい人、気
軽に参加しませんか。
ショーン・ソルバーグさん
一般 4,000 円、会員 2,000 円

（教科書代 3,000 円別途必要）　
高校生以上　　　20 名   
9/8（金）まで
　市国際交流協会　28-6014

ニコニコおしゃべり
ワンコインコンサート
　　　　　　　in しこちゅ～

8/5（土） 15：30 ～（15：00 開場）
土居文化会館（ユーホール）

一般　500 円
高校生以下　100 円　※全席自由
※前もってのチケットの販売は行
いません。当日受付にて料金をお
支払いください
土居文化会館（ユーホール）
28-6353

【出演者】
チェロ：大谷雄一さん
（大阪交響楽団首席チェロ奏者）

コントラバス：大槻健太郎さん
（大阪交響楽団首席コントラバス奏者）

磯部周平
♪クラリネットな音楽会♪

9/17（日） 14：00 ～（13：30 開場）
土居文化会館（ユーホール）

　三井住友海上文化財団の助成事業
　として、地域のみなさんのために
　コンサートを開催します

一般　1,000 円
高校生以下　500 円　※全席自由
※三井住友海上文化財団の助成によ
り特別料金で聴くことができます

土居文化会館（ユーホール）
28-6353

チケット販売中！
販売所：文化振興課、川之江庁舎
1 階（文化センター窓口）、土居文
化会館（ユーホール）

英語カフェ②

9/3（日）　15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

カジュアルな雰囲気で自由な話題
を英語で話しませんか。
英語力を試したい人、キープした
い人、もっと自信をつけたい人、
初心者から上級者まで誰でも大歓
迎です。
ルシア・ジュ（市 CIR)、市 ALT
一般 500 円、会員 200 円
※別途、飲食料が必要です
高校生以上　　　15 名   
8/31（木）まで
　市国際交流協会　28-6014四国中央市民吹奏楽団

第 27 回定期演奏会
◆えひめ国体開催記念コンサート◆

8/26（土） 18：30 ～（18：00 開場）
土居文化会館（ユーホール）

演奏曲：2017 吹奏楽コンクール
課題曲、ベートーヴェンピアノソ
ナタ第 8 番、アニメ、ドラマ主題
歌など
500 円　※高校生以下は無料
四国中央市民吹奏楽団
090-2825-8814

☆ゲスト：川之江南中学校吹奏楽部
☆司会：らくさぶろう

川之江高校吹奏楽部
第 40 回定期演奏会

8/13（日） 18：00 ～（17：30 開場）
市民会館川之江会館　大ホール

演奏曲：マーチ「シャイニングロー
ド」、ルーマニア民族舞踊、ポカ
リの曲など
川之江高等学校　58-2061

紙のまち資料館の催し
休館日：毎週月曜日、祝日の翌日

28-6257

夏休み手漉き体験特別強調月間

8/1（火）～ 8/31（木）の間毎日
実施します
13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）
夏休みの思い出に、家族や友だちと
一緒にオリジナルのはがき作りなど
を体験してみませんか？

無 料
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…
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容

…
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員

…
持
参
品
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募
集
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限
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情
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い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

　

四
国
電
力
に
よ
る
防
犯
灯
寄
贈
の

　

申
請
受
付
に
つ
い
て

　

四
国
電
力
株
式
会
社
が
実
施
す
る
「
ふ
れ

あ
い
月
間
」
の
主
要
行
事
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
が
14
灯
寄
贈
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の

自
治
会
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
条
件

○
新
設
の
み
が
対
象
で
す
。

○
取
付
場
所
は
四
国
電
力
所
有
の
電
柱
が
基

　

本
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
で
も
可
で
す
。

○
電
気
料
金
及
び
維
持
管
理
費
用
は
自
治
会

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

○
設
置
は
10
月
～
12
月
の
予
定
で
す
。

※
申
込
灯
数
は
、
１
自
治
会
に
つ
き
２
灯
ま

で
。
た
だ
し
、
14
灯
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
、
２
灯
希
望
の
自
治
会
は
１
灯
の
み

の
申
し
込
み
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
の
異
動
に
つ
い
て

　

前
教
育
委
員
の
近
藤
達
之
介
さ
ん
が
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
後
任
の
教
育
委
員

に
、
６
月
30
日
付
け
で
篠
原
理

お
さ
む

さ
ん
（
土
居

町
入
野
）
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
29
年
６
月
30
日
か
ら

平
成
33
年
６
月
29
日
ま
で
の
４
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
育
総
務
課　

28
・
６
０
４
４

　

集
会
所
等
整
備
事
業
の

　

補
助
に
つ
い
て

　

集
会
所
な
ど
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密

接
に
関
係
し
て
お
り
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
で
す
。

　

市
で
は
、
集
会
所
の
新
築
、
増
築
、
改
修

な
ど
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

平
成
30
年
度
に
集
会
所
の
改
修
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
自
治
会
な
ど
で
、
補
助
を
希
望
す

る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
緊
急
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い

注
意
事
項

○
補
助
対
象
や
補
助
率
な
ど
の
詳
細
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
事
前
着
工
し
た
場
合
は
、
補
助
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
改
修
事
業
な
ど
の
補
助
を
受
け
た
施
設

　

松
柏
公
民
館
・
松
柏
出
張
所
の

　

業
務
再
開
に
つ
い
て

　

改
修
工
事
の
た
め
４
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
休
止
し
て
い
ま
し
た
松
柏
公
民
館
で

の
出
張
所
を
含
む
業
務
は
、
８
月
１
日
（
火
）

か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

松
柏
公
民
館 　
　
　
　
　

28
・
６
０
６
２

　

本
庁
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
３

　

８
月
15
日
・
16
日

　

ご
み
の
収
集
は
お
休
み
で
す

　

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集
休
業
日
は
、
８

月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）
で
す
。
休
業

日
に
は
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
通
常
ど
お
り
受

け
入
れ
し
て
い
ま
す

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

提
出
書
類

○
四
国
電
力
「
ふ
れ
あ
い
月
間
」
寄
贈
街
路

　

灯
申
請
書

※
総
務
課
及
び
各
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

○
取
付
場
所
の
写
真
及
び
住
宅
地
図
の
コ

　

ピ
ー

○
電
気
料
金
口
座
振
替
用
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

　

８
月
１
日
（
火
）
～
８
月
15
日
（
火
）

※
14
灯
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選

　
　

総
務
課　

28
・
６
０
０
２

　

は
、
施
設
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急

　

の
場
合
を
除
き
、
当
該
年
度
以
降
、
原

　

則
５
年
間
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。
長
期
的
な
改
修
計
画
を
立
て
る
と

　

と
も
に
、
日
頃
か
ら
適
切
な
維
持
・
管
理

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
特
に
火
災
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

建
物
火
災
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
、

　

加
入
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
交
流
課　

28
・
６
０
１
４　

　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

　

短
縮
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
期
間
が
「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
黄
色
の
封
筒
で
請

求
書
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
続
き
さ
れ
た

方
へ
の
最
も
早
い
年
金
の
支
払
い
は
10
月
で

す
。
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
、
年
金
の
支
払

い
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
が
届
か
な
い
方
で
も
、
任
意
加
入

の
申
し
出
に
よ
り
期
間
を
加
え
た
り
、
合
算

対
象
期
間
を
含
め
て
年
金
を
受
給
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
資
格
期

間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

本
庁
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８



　

敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
方
へ
、
７
月
上
旬
に
口
座
届

出
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
４
日
（
金
）
ま
で

　

高
齢
介
護
課　

28
・
６
０
２
４

対象者 金額

80 歳（昭和 12 年生まれ）  8,000 円

米寿（昭和 5年生まれ）  8,800 円

90 歳（昭和 2年生まれ）  9,000 円

白寿（大正 8年生まれ） 10,000 円

100歳以上（大正6年以前生まれ）20,000 円

　

各
種
手
当
の
現
況
届
・
所
得
状
況
届

　

が
必
要
で
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経

過
的
福
祉
手
当
の
対
象
者
は
、
支
給
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
年
１
回
、
８
月
に
現
況
届
ま

た
は
所
得
状
況
届
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出

を
し
な
い
と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
の
受
け
付
け
は
８
月
中
旬
の

予
定
で
、
受
給
資
格
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

　

こ
ど
も
課　
　
　
　
　
　

28
・
６
０
２
７

　

生
活
福
祉
課　
　
　
　
　

28
・
６
０
２
３

　

川
之
江
庁
舎
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

　

土
居
庁
舎
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
３
２
１

　

新
宮
庁
舎
福
祉
窓
口　
　

28
・
６
４
０
３

　

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
地
籍
調
査
実
施
地
区
に
つ
い

て
、
成
果
の
閲
覧
（
地
籍
調
査
の
成
果
の
確

認
）
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

川
滝
町
下
山
・
領
家
の
一
部

　

８
月
３
日
（
木
）
～
８
月
10
日
（
木
）

　

葱
尾
ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
葱
尾
保
育
園
）

　

８
月
14
日
（
月
）
～
８
月
22
日
（
火
）

　

国
土
調
査
課
（
商
工
会
館
５
階
）

金
生
町
山
田
井
の
一
部

　

８
月
３
日
（
木
）
～
８
月
22
日
（
火
）

　

川
之
江
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

富
郷
町
寒
川
山
の
一
部

　

８
月
３
日
（
木
）
～
８
月
10
日
（
木
）

　

嶺
南
支
所
２
階

　

８
月
14
日
（
月
）
～
８
月
22
日
（
火
）

　

国
土
調
査
課
（
商
工
会
館
５
階
）

※
閲
覧
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時

　

国
土
調
査
課　

28
・
６
２
２
３

高額介護（予防）サービス費の基準が変わります

　介護サービスを利用し、1 か月の利用者負担の合計額が世帯の上限額を超えたときは、申請により超過分が

「高額介護（予防）サービス費」として支給されます。8月 1日から、その基準が一部変更（下表の青線太枠内）

となります。詳しくはお問い合わせください。

対象となる方 7月までの負担の上限（月額） 8月からの負担の上限（月額）
現役並み所得者に相当する方がいる世
帯の方

44,400 円（世帯） 44,400 円（世帯）

世帯のどなたかが市民税を課税されて
いる方

37,200 円（世帯）

44,400 円（世帯）
※同じ世帯の全ての 65 歳以上の方
（サービスを利用していない方を含
む）の利用者負担割合が1割の世帯に、
年間上限額（446,400 円）を設定

世帯の全員が市民税を課税されていな
い方

24,600 円（世帯） 24,600 円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年金収入
額の合計が年間 80 万円以下の方など

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）

24,600 円（世帯）
15,000 円（個人）

生活保護を受給している方など 15,000 円（個人） 15,000 円（個人）

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限額を指し、

「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します

　高齢介護課　28-6025



　

三
島
川
之
江
IC
高
速
バ
ス
停
か
ら

　

右
折
・
Ｕ
タ
ー
ン
は
で
き
ま
せ
ん

　

三
島
川
之
江
IC
高
速
バ
ス
停
（
バ
ス
ロ
ー

タ
リ
ー
）
へ
、
一
般
車
両
が
進
入
・
駐
停
車

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
走
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
道
11
号
バ
イ

パ
ス
方
面
へ
の
右
折
・
Ｕ
タ
ー
ン
禁
止
の
対

策
を
施
し
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社　

愛
媛
高
速

道
路
事
務
所　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

～
国
保
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

【
高
額
療
養
費
の
支
給
】

　

病
気
や
け
が
で
病
院
に
か
か
り
、
１
か
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
世
帯
の
限
度
額

を
超
え
た
時
は
、
申
請
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

れ
ば
超
過
分
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当

世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
約
３
か
月
後
に
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
（
は

　

が
き
）

○
保
険
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

　

収
書

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

○
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

○
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
）

【「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
】

　

一
つ
の
医
療
機
関
で
の
１
か
月
ご
と
の
支

払
い
が
、
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
る

場
合
（
入
院
と
外
来
は
別
計
算
）、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
高

額
療
養
費
分
は
国
保
か
ら
直
接
医
療
機
関
に

支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、
非

課
税
世
帯
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
国
保
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

○
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

○
委
任
状
（
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
を
す
る

　

場
合
）

○
医
療
費
領
収
書
（
非
課
税
世
帯
で
過
去
１

　

年
間
に
91
日
以
上
入
院
さ
れ
た
方
）

○
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
）

※
最
近
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

や
確
定
申
告
に
よ
り
住
民
税
が
非
課
税
に

な
っ
た
方
は
、
別
途
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
開
始
日　
８
月
１
日
（
火
）
～

※
平
成
29
年
度
課
税
判
定
分
で
８
月
以
降
適

用
分

　

各
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

28
・
６
０
２
０

自己負担限度額と入院時の食事代の標準負担額

自己負担限度額（70 歳未満）
世帯所得区分 限度額（月額）

課税世帯

所得 901 万円超     　　252,600 円
所得 600 万円超 901 万円以下     　　167,400 円
所得 210 万円超 600 万円以下     　　 80,100 円
所得 210 万円以下     　　 57,600 円

非課税世帯     　　 35,400 円

自己負担限度額（70 歳以上 75 歳未満）

世帯所得区分 外来（個人単位）限
度額（月額）

入院＋外来（世帯単
位）限度額（月額）

課税世帯
現役並み所得者 　　 57,600 円 　　 80,100 円
一般 　　 14,000 円 　　 57,600 円

非課税世帯
低所得Ⅱの方 　　  8,000 円 　　 24,600 円
低所得Ⅰの方 　　  8,000 円 　　 15,000 円

入院したときの食事代
世帯所得区分 食事代（1食あたり）

課税世帯 一般（下記以外の方）　　　　　　　　　　　　　　 360 円

非課税世帯
低所得Ⅱの方

過去 1年間の入院が 90 日以内　210 円
過去 1年間の入院が 91 日以上　160 円

低所得Ⅰの方 　　　　　　　　　　　　　　 100 円

※ 1　医療費が一定額を超えた場合は、超えた分の 1％が加算されます
※ 2　低所得Ⅱとは、世帯全員が住民税非課税世帯の方です。このうち、所
　　 得区分ごとに必要経費・所得控除を差し引いた後の所得が 0 円となる
　　 世帯の方は、低所得Ⅰとなります
※ 3　平成 30 年 4 月から 460 円に変更されます
※ 4　入院が 91 日以上の場合には、別に申請が必要です

※1

※2

※3

※4

※2

※1
※1

※1

料
金
所

料金所
駐車場

三島川之江
高速バス停

国道 11号
バイパス

松山道

右折・Uターン禁止
（国道11号バイパス方面へは戻れません）



　

花
の
種
銀
行
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
」

　

花
の
種
（
元
金
）
の
貸
し
出
し
を
行
い
、

そ
の
種
で
花
を
育
て
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
後
、
種
を
収
穫
し
、
貸
し
出
し
相
当
分
に

善
意
の
種
（
利
息
）
を
加
え
て
返
却
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
返
却
し
て
い
た
だ
い
た

種
は
、
翌
年
度
の
元
金
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件

○
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
方
、

　

グ
ル
ー
プ
及
び
事
業
所

○
花
を
育
て
る
場
所
を
市
内
で
確
保
で
き
る
方

○
花
が
好
き
な
方

○
花
を
種
か
ら
育
て
管
理
し
た
い
方

貸
し
出
す
花
の
種
類

　

パ
ン
ジ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ

ウ
、
デ
ー
ジ
ー
、
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム

受
付
開
始
日　
８
月
14
日
（
月
）
～

　
　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
な
ど
の

　

期
限
内
適
正
処
理
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
フ
ェ
ル
）
含
有

電
気
機
器
（
ト
ラ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ
）
な

ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
法
律
に
よ
り
期
限

内
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
処
理
期

限
（
ト
ラ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
は
平
成

30
年
３
月
31
日
、
安
定
器
な
ど
は
平
成
33
年

３
月
31
日
）
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
一

度
事
業
所
の
電
気
室
や
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉

庫
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
濃
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
か
否
か

は
、
各
機
器
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

日
本
電
機
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
中
の
電
気
設
備
は
、
感
電
の

恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
調
査
は
、
必

ず
電
気
設
備
を
管
理
し
て
い
る
電
気
主
任
技

術
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
８

　

「
普
通
救
命
講
習
」
定
期
開
催
の

　

お
知
ら
せ

　

８
月
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
「
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
」（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
な
ど
）
を
定
期
開
催
し
ま
す
。

各
種
団
体
を
は
じ
め
、
夫
婦
や
友
人
同
士
、

一
人
で
も
参
加
で
き
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
講
の
際
は
乗
り

合
わ
せ
の
う
え
、
市
役
所
周
辺
の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日

第
１
回　
８
月
17
日
（
木
）

第
２
回　
９
月
９
日
（
土
・
救
急
の
日
）

第
３
回　
10
月
17
日
（
火
）

第
４
回　
11
月
17
日
（
金
）

第
５
回　
12
月
11
日
（
月
）

第
６
回　
平
成
30
年
２
月
14
日
（
水
）

※
時
間
は
全
て
９
時
～
12
時

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

各
50
名
程
度

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

　

都
市
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
が
公
園
を
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
、
ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

こ
の
道
で　
お
は
よ
う　
さ
よ
な
ら　
あ
り

が
と
う
（
平
成
29
年
度
推
進
標
語
）

　

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。
道
路

は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

施
設
で
す
。
道
路
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

建
設
課　

28
・
６
０
３
４

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り
、

発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
ぬ
れ
て
電
気
が
通
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な
ど
の
電
気

事
故
は
夏
季
（
７
月
～
９
月
）
に
集
中
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

　

全
国
強
調
月
間
で
す

　

領
土
問
題
は
、
国
家
及
び
国
民
に
と
っ
て

基
本
的
な
問
題
で
あ
り
、
日
露
関
係
の
安
定

化
に
は
北
方
領
土
の
解
決
が
不
可
欠
で
す
。

　

ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
は
長
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
進
展
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
日
も
早
い
北
方
領
土
の

返
還
を
実
現
す
る
た
め
、
北

方
領
土
問
題
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
、

全
国
民
的
な
北
方
領
土
返
還

運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
課　

28
・
６
０
０
２

　

そ
の
た
め
、
８
月
を
電
気
使
用
安
全
月
間

と
定
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、
電

気
使
用
安
全
の
周
知
・
啓
発
の
た
め
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開
催
、

電
気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の
回
収
促
進

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
国
電
気
保
安
協
会　

三
島
事
業
所

　

24
・
１
８
６
０



ボランティア市民活動研修会参加者募集！

　市民参加による地域づくりをより魅力的に推進していくことを目的に、各分野にわたる知識や技術を学び

ませんか（1回のみの参加も可）。

月日 内容 講師

第 1回 8/24（木）  市民活動をはじめませんか？
 前田　眞さん
 （愛媛大学社会連携推進機構　教授）

第 2回 8/31（木）  海外のボランティアから学ぼう！
 ルシア・ジュさん
 （市民交流課　国際交流員）

第 3回 9/7（木）  ゼロから始める地域活性
 田中佑樹さん
 （NPO 法人農音　代表理事）

第 4回 9/14 （木）
 ボランティアとしての学生自身の
 学び

 石川弘幸さん
 （四国中央医療福祉総合学院　作業療法学科長）

第 5回 9/21（木）
 地域ボランティアとともに子育て
 応援

 鈴木　健さん（薬剤師）

※時間は全て 13：30 ～ 15：00

　福祉会館 1階　ボランティア室

　各 20 名

　8/21（月）まで

　ボランティア市民活動センターに備え付けの申込書または電話でお申し込みください。

　無料

　　ボランティア市民活動センター　28-6039

募　

集

　

新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
方
、
農
業

　

に
興
味
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
関
係
機

関
と
連
携
し
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
関

す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
や
相
談
の
機
会
が
あ
り
、
農
業
で
独

立
・
自
営
を
目
指
す
方
に
は
補
助
事
業
な
ど

の
支
援
策
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
職
業
選
択
の
一
つ
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
で
調
査
員
と
し

て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
性
別
や
調
査
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
へ
の
出
席
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
整
理
な
ど

　

20
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
統
計
調
査
に
熱

意
が
あ
り
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方

報
酬　
１
調
査
あ
た
り
３
万
～
５
万
円
程
度

※
調
査
の
種
類
に
よ
り
活
動
に
か
か
る
日
数

な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
て
お
り
、
必
ず
し
も

こ
の
範
囲
内
と
は
限
り
ま
せ
ん

　

随
時

　
　

企
画
課　

28
・
６
０
０
５

　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
初
心
者
講
座

　

受
講
生
募
集

　

９
月
５
日
～
10
月
17
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
６
回
）
10
時
～
11
時
30
分

※
10
月
３
日
は
休
講

　

川
之
江
庁
舎
旧
館
１
階　

会
議
室

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
も
あ
り
）、
筆
記

用
具

　

８
月
29
日
（
火
）
ま
で

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル　

う
さ
み
み

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

８
月
３
日
（
木
）・
23
日
（
水
）

　

18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６



　
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
原
則
１
割
と
な

り
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

28
・
６
０
１
７

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ
サ
ロ
ン

　

８
月
26
日
（
土
）
９
時
30
分
～
13
時
30
分

　

三
島
公
民
館

　

栄
養
の
あ
る
食
事
づ
く
り

　

障
が
い
の
あ
る
方
及
び
そ
の
ご
家
族

　

材
料
費
実
費
（
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し

ま
す
）

　
　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ

　

23
・
６
５
５
８
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

　

精
神
障
が
い
者
家
族
の
た
め
の

　

家
族
教
室

　

精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
の
た
め
に
、
病

気
に
対
す
る
理
解
や
情
報
共
有
を
目
的
と

し
た
教
室
の
第
２
回
目
で
す
。
お
互
い
の
経

験
を
語
る
中
で
、
よ
り
前
向
き
に
家
族
の
健

康
や
病
気
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

　

８
月
25
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

四
国
中
央
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

講
演
「
家
族
の
話
を
聞
こ
う
～
語
り
合
い
、

学
び
合
い
～
」、
座
談
会

　

市
民
で
精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
の
方

　

家
族
講
師

　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

風
楽
里

　

58
・
７
０
３
３

内容 日時 場所 問い合わせ先
パソコン文字入力講座
※要事前申し込み

8/18（金）・8/25（金）
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・障がいピ
アサポートセンター（商工会館）

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など） 随時

支援の必要な方が通う事業所、
幼稚園、保育園、学校など

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

こども課ひろば活動療育支援
事業（親子あそび・相談） 週 2回（火・金曜日）

みしま児童センター・
川之江児童館

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

障がい者の就労相談・支援
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3丁目 13 番 12 号）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、

情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒

業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
お
り
、
半
年
間
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
（
無
料
）
は
、放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　

９
月
20
日
（
水
）
ま
で

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４

　

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

後
期
入
学
生
募
集
！

　

県
内
で
唯
一
の
公
立
通
信
制
課
程
が
あ
る

松
山
東
高
等
学
校
で
は
、
後
期
入
学
（
10
月

入
学
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

通
信
制
課
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に

つ
い
て
、
自
宅
で
の
自
学
自
習
、
学
校
で
の

授
業
、
及
び
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
単
位

が
修
得
で
き
ま
す
。
ま
た
必
要
条
件
を
満
た

せ
ば
、
全
日
制
や
定
時
制
課
程
と
同
じ
高
等

学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
卒
業
後

は
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
の
道

も
選
べ
ま
す
。

　

誰
で
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
習
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
８
日
（
金
）（
必
着
）

※
募
集
要
項
（
入
学
願
書
）
は
、
本
人
以
外

に
は
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い

　

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

０
８
９
・
９
４
５
・
０
１
３
１



各　種　相　談

「
格
安
ス
マ
ホ
」

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
要
確
認
！　

　

近
年
、
い
わ
ゆ
る
「
格
安
ス
マ
ホ
」

な
ど
の
携
帯
電
話
端
末
を
利
用
す
る
消

費
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
相
談
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
料
金
の
安
さ
だ
け
を
比
較
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
よ

く
確
認
の
う
え
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

相
談
事
例
１

Ｑ　

利
用
料
金
が
安
価
で
あ
る
一
方
、

　

こ
れ
ま
で
契
約
し
て
い
た
携
帯
電
話

　

会
社
で
は
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
た

　

サ
ー
ビ
ス
が
有
料
に
な
っ
て
い
た
（
ま

　

た
は
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
提
供
さ
れ
て

　

い
な
い
）。

Ａ　

実
際
の
店
舗
を
持
た
な
い
会
社
も

　

あ
り
、
故
障
時
の
対
応
や
問
い
合
わ

　

せ
が
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限

　

ら
れ
、
無
償
で
の
代
替
機
の
提
供
を

　

受
け
ら
れ
な
い
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
前
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
内
容
を
よ

　

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯

　

電
話
会
社
独
自
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

（
キ
ャ
リ
ア
メ
ー
ル
）
の
提
供
が
な
い

　

「
格
安
ス
マ
ホ
」
も
あ
り
、
別
会
社
が

　

提
供
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
取
得

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る

　

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
事
例
２

Ｑ　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
携
帯
電

　

話
端
末
を
引
き
続
き
「
格
安
ス
マ
ホ
」

　

会
社
で
使
用
す
る
た
め
に
新
た
な
Ｓ

　

Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
入
れ
て
み
た
が
、
使

　

用
で
き
な
い
。

Ａ　

事
前
に
「
格
安
ス
マ
ホ
」
会
社
に

　

使
用
で
き
る
端
末
か
ど
う
か
よ
く
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
端
末
自
体

　

は
使
用
で
き
る
も
の
だ
と
し
て
も
、

　

中
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
の
解
除
が
必

　

要
な
端
末
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ッ
ク
の

　

解
除
は
端
末
を
販
売
し
た
携
帯
電
話

　

会
社
で
行
わ
れ
る
も
の
の
、
解
除
で

　

き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
事
前
に

　

よ
く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課

　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

もの忘れチェック体験（無料）

　心配なもの忘れを早期に発見し、予防に取り組め

るよう、パソコンを使ったタッチパネル式の「もの

忘れ相談プログラム」を体験できます。1 人 5 分程

度で簡単にできます！※予約不要

　高齢介護課　地域包括支援センター　28-6147

日時 場所
 8/2（水）・9/6（水）
 13：30 ～ 15：00

 高齢介護課（福祉会館 2階）

 8/8（火）
 13：30 ～ 15：00

 土居庁舎 1階　福祉窓口

ほっとひといき、みかんカフェ（無料）

　8/20（日）10：00 ～ 12：00

　特別養護老人ホーム　豊寿園（土居町津根 2639）

　医師による個別相談、笑いヨガによる心身のリフ

レッシュ、茶話会

　グループホームいしかわ　58-0065

オレンジカフェ（原則毎月第 3水曜日に開催）

　8/23（水）13：30 ～ 15：30

　生協宇摩診療所 1階　待合室（寒川町 2912-1）

　今月は地域の子どもたちも参加してプチ縁日を開

催。専門職や地域の人と楽しくお話しませんか。

　100 円

　生協宇摩診療所　25-0114

認知症の語らい（無料）
（原則毎月第 3金曜日に開催）

　8/18（金）13：30 ～ 15：00

　中之庄公民館　会議室 2

　参加者同士の交流・情報交換、医療・福祉職によ  

る勉強会など

　認知症の人と家族の会愛媛県支部（大澤）

　080-3740-0697

東予若者サポートステーション

出張相談（予約制・無料）

　8/7（月）、8/14（月）、8/21（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階　相談室

　就職でお悩みの 15～ 39歳の方、またはその保護者

　1人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション　0897-32-2181

　（新居浜市繁本町 8-65）



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで　 問い合わせ先

 8/ 2（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 社会福祉
 協議会

28-6127

 8/10（木） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 8/16（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 8/21（月） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 8/23（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 9/ 6（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 8/ 4（金） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3  社会福祉
 協議会

28-6127
 8/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江庁舎旧館1階　会議室

 9/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 人権相談

 8/ 7（月） 13：00 ～ 15：00  川之江庁舎 1階　相談室 人権施策課

28-6073 8/ 9（水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 8/10（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 8/24（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

 9/14（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

 9/28（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

 行政相談

 8/ 7（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務課

28-6002

 8/ 9（水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 8/14（月） 9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

 8/15（火）13：30 ～ 15：30  川之江庁舎 1階　相談室

 8/28（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 9/ 4（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 8/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 8/ 3（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 8/ 8（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

 8/10（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 8/17（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 8/24（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 8/31（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 9/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 9/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

８月の相談日程

今月の納期
市県民税　2期分

国民健康保険料　2期分

後期高齢者医療保険料　2期分

介護保険料　2期分

保育園保育料　8月分

幼稚園使用料　8月分

市営住宅使用料　8月分

市営住宅駐車場使用料　8月分

※納期限　8月 31 日（木）

水道料金　7月分

下水道使用料　7月分

※納期限　8月 10 日（木）

無料特許相談（予約制）

　9/4（月）13：00 ～ 16：00

　四国中央商工会議所

　相談日の 5日前までに電話予約

　　四国中央商工会議所　特許相

談係　58-3530

不動産無料相談（予約制）

　8/10（木）13：00 ～ 17：00

　宇摩建設会館 3階

　相談日前日までの 13 時～ 17 時

に電話予約（土・日曜日を除く）

　　愛媛県宅地建物取引業協会

四国中央地区連絡協議会　24-2235

青少年の生活悩み相談（無料）

　9：00 ～ 20：00 の間で随時

　電話または面接

　15～ 20 歳の方または保護者など

　　　自立援助ホームてぃーだ　

74-3538（土居町小林 18-3）



　
　

男
女
共
同
参
画
の
視
点

　

市
で
は
、
平
成
28
年
２
月
に
「
男ひ

と女
が

と
も
に
認
め
合
い
、
高
め
合
い
、
明
日
を

ひ
ら
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
「
第
２
次
四
国
中
央
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
ち
、
市
の
情
報
な

ど
を
発
信
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

け
、
表
現
方
法
な
ど
を
考
え
て
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
四
つ
の
視
点
を
紹
介
し
ま
す
。

○
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
表

　
現
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
活
や
習
慣
か
ら
、
人
の

性
格
な
ど
を
性
別
で
判
断
す
る
こ
と
が
無

意
識
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
性
別
に

よ
る
固
定
観
念
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
男
女
の
役
割
を
固
定
化
し
た
表
現
を
し

　
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
役

割
分
担
が
当
然
だ
と
す
る
考
え
方
は
少
し

ず
つ
減
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
性
別
で
仕

事
の
内
容
や
職
業
、
役
割
な
ど
を
限
定
し

て
い
な
い
か
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
男
女
を
対
等
な
関
係
で
表
現
し
て
い
ま

　
す
か
。

　

男
性
と
女
性
の
間
に
、
上
下
関
係
や
能

力
の
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
を
中
心

的
な
存
在
、
指
導
的
な
立
場
な
ど
と
し
て
、

ま
た
女
性
を
周
辺
的
な
存
在
、
従
属
的
な

立
場
な
ど
と
し
て
描
か
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
人
格
に
考
慮
し
て
公
正
に
表
現
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
人
目
を
引
く
た
め
だ
け
に
、女
性
を
使
っ

　
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

単
に
目
を
引
く
た
め
や
親
し
み
や
す
さ

を
持
た
せ
る
た
め
に
、
内
容
と
は
関
係
な

く
女
性
の
姿
や
身
体
の
一
部
を
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
使
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
は
伝
え
る
べ
き
内
容
が
十
分
に
反

映
さ
れ
た
表
現
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
内
容

に
合
っ
た
、
よ
り
効
果
的
な
表
現
方
法
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
固
定
観
念
や
物

事
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
て
、
表
現
し

た
り
、
言
葉
を
使
っ
て
い
た
り
、
行
動
し

て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
一

度
、
自
分
の
言
動
な
ど
を
見
つ
め
な
お
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

　

市
民
交
流
課　

28
・
６
０
１
４

人
権
の
日
学
習
会

　

８
月
11
日
（
金
・
祝
）
19
時
30
分
～
21
時

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

じ
ん
け
ん
広
場

川
之
江
図
書
館

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　

８
月
２
日
（
水
）
14
時
～
14
時
35
分

　

「
こ
び
と
観
察
入
門
」

お
り
が
み
屋
さ
ん
の
お
り
が
み
教
室

　

８
月
３
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

幼
児
～

　

20
名　

　

無
料

　

竹
内
伸
哉
さ
ん

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

８
月
17
日
（
木
）
10
時
～
12
時
15
分

　

「
や
さ
し
い
本
泥
棒
」（
洋
画
・
吹
き
替
え
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

９
月
２
日
（
土
）
10
時
～
11
時

　

８
月
８
日
（
火
）
～

土
居
図
書
館

絵
本
専
門
士
か
ら
み
た
読
み
聞
か
せ

「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
ま
で
」

　

９
月
３
日
（
日
）
10
時
～

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
２
階　

大
会
議
室

　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
る
方

　

30
名　

※
要
申
し
込
み

　

８
月
８
日
（
火
）
～

　

無
料

　

菅か
ん　

弥み

わ

の

和
乃
さ
ん（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ま
つ
や
ま
ぱ
た
ぽ
ん
く
ら
ぶ
」

代
表
）

お
や
こ
図
書
館

雑
誌
・
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

９
月
５
日
（
火
）
～
12
日
（
火
）

　
三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　

８
月
５
日
（
土
）・
19
日
（
土
）

　

14
時
30
分
～

お
は
な
し
☆
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　

８
月
19
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

８
月
９
日
（
水
）
10
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

８
月
５
日
（
土
）
10
時
30
分
～

８月の休館日

川之江・三島図書館

毎週月曜日・31（木）

土居図書館

毎週月曜日・12（土）・

31（木）

おやこ図書館

毎週月曜日・11（金）・

31（木）

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

お
は
な
し
会



内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

豊
岡
町
夏
ま
つ
り

８
月
５
日
（
土
）
17
時
～

豊
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

盆
踊
り
、
各
種
バ
ザ
ー

※
雨
天
時
は
、
豊
岡
小
学
校
体

育
館

　

28
・
６
０
６
７

豊岡

一
昨
年
の
川
滝
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
様
子

中
之
庄
地
区
盆
踊
り
大
会

８
月
５
日
（
土
）
19
時
～

中
之
庄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

各
種
バ
ザ
ー
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
花
火
大
会
な
ど

※
雨
天
時
は
、
中
之
庄
公
民
館

　

28
・
６
０
６
５

中之庄

第
30
回
嶺
南
地
区
盆
踊
り
大
会

８
月
15
日
（
火
）
19
時
～

　

国
体
炬
火
採
火
式
、
花
火
、

各
種
バ
ザ
ー
（
参
加
賞
あ
り
）

※
雨
天
時
は
、
嶺
南
体
育
館

　

28
・
６
０
６
９

嶺南

第
25
回
川
滝
地
区
ふ
る
さ
と

ま
つ
り

８
月
６
日
（
日
）
17
時
30
分
～

　

国
体
炬
火
採
火
式
、
盆
踊
り

各
種
バ
ザ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会

※
駐
車
場
は
、
川
滝
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

※
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

　

28
・
６
２
５
２

川滝

天満

土
居
地
区

男
女
混
合
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

９
月
２
日
（
土
）
19
時
～

土
居
総
合
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ

土
居
）

　

28
・
６
３
５
８

土居

上
分
町
内
盆
踊
り
大
会

８
月
12
日
（
土
）
19
時
30
分
～

上
分
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

各
種
バ
ザ
ー
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど

※
雨
天
時
は
、
上
分
小
学
校
体

育
館

　

28
・
６
２
４
８

上分

第
13
回
柴
生
盆
踊
り
大
会

８
月
14
日
（
月
）
19
時
～

新
田
公
園

　

盆
踊
り
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

※
小
雨
決
行
・
雨
天
の
場
合
は

15
日
（
火
）
に
順
延

　

28
・
６
２
５
２

蕪崎

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

８
月
の
毎
週
水
曜
日　

９
時
30
分
～

　

28
・
６
３
６
１

蕪
崎
地
区
自
治
会
対
抗

男
女
混
合
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

９
月
２
日
（
土
）
19
時
～

北
小
学
校
体
育
館

　

28
・
６
３
６
１

下
川
夏
ま
つ
り

８
月
15
日
（
火
）
19
時
～

下
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　

盆
踊
り
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

※
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

　

28
・
６
２
５
２

昨
年
の
土
居
地
区
男
女
混
合
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
の

様
子

お
日
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
お
は
よ
う
！
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　

て
ん
ま
！
～

８
月
26
日
（
土
）
６
時
30
分
～

天
満
公
民
館
駐
車
場
・
梅
田
広

場
（
天
満
公
民
館
と
な
り
）

　

６
時
30
分
～　

ラ
ジ
オ
体
操

　

７
時
～　

国
体
炬
火
採
火
式

　

７
時
30
分
～　

羽
釜
で
炊
い

　

た
ご
飯
で
朝
ご
は
ん

　

８
時
～　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

※
雨
天
決
行

　

28
・
６
３
６
０



　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　8/25（金）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　8/21（月）まで

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

                      28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・無料）

  ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき・ところ

　 8/7（月）、9/4（月） 9：00 ～ 12：00

　 四国中央市保健センター

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター

                          28-6054

♪　からだとこころの健康相談（予約制・無料）

　お口の健康は全身の健康につながります。

　口腔機能向上について学びませんか。

■とき　8/24（木）13：30 ～ 15：00（受付 13：00 ～）

■ところ　豊岡公民館 3階　ホール

■内容　お口の健康に関する講話、口腔内診査、ブラッ

　　　　シングや嚥
え ん げ

下訓練などの実技指導

■対象　65 歳以上の方

■定員　15 名程度

　　　　※申し込み多数の場合は、8/31（木）に追加

　　　　　実施します（時間、場所は同じ）  

■申込期限　8/18（金）まで

■申し込み・問い合わせ先　

  高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147

♪　お口の健康教室　（予約制 ・無料）

　子ども若者発達支援センターでは 0歳か
ら 30 歳代までの方のさまざまな相談を受け
付けています♪

■問い合わせ先　
　子ども若者総合相談センター　28-6266
　〔子ども若者発達支援センター内（下柏町749番地 2）〕

まずはお電話ください！
一緒に考えていきましょう。
（秘密は守られます）

例えば、

ことばが
増えない

かんしゃくが
ひどい

友達とトラブ
ルが多くて…学校へ行きに

くくなった

外へ出られな
くなった気が散りやすい

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

　　　　　　　　　　　28-6054

♪　ママパパ学級 （予約制 ・無料）

栄養・運動編
■とき　8/23（水）13：30 ～ 16：00

■内容　妊娠中・授乳中の食事、運動について、赤ちゃ

　　　　んの抱き方、授乳方法を学ぼう
■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人

　　　　（平成 29 年 10 月～ 12 月ごろ出産予定の方）

■申込期限　8/18（金）まで

沐浴編
■とき　9/10（日）9：15 ～ 12：00

■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃ

　　　　んのお風呂の入れ方（沐浴実習）
■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人

　　　　（平成29年11月～平成30年2月ごろ出産予定の方）

■申込期限　9/1（金）まで

※ 15 分前から受付開始時間厳守でお願いします

※参加者多数の場合は調整させていただきます



　

●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。
※隣接する川之江文化センターの耐震工事が行われていますので、お気をつけください。

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

川之江
新宮

8/7（月）
13：30～ 15：00

8/3（木）
13：00 ～ 13：45

9/7（木）
13：00 ～ 13：45

8/17（木）
13：00 ～ 13：45

9/14（木）
13：00 ～ 13：45

8/18（金）
13：00 ～ 13：45

9/22（金）
13：00 ～ 13：45

川之江保健センター※

伊予三島
8/24（木）

13：30～ 15：00
8/8（火）

13：00 ～ 13：45
9/12（火）

13：00 ～ 13：45
8/29（火）

13：00 ～ 13：45
9/19（火）

13：00 ～ 13：45
8/1（火）

13：00 ～ 13：45
9/5（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 　

土居
9/8（金）

10：00～ 11：30
8/4（金）13：00 ～ 13：45

※対象はＨ 29 年 3 月生・4月生

土居こども館 土居庁舎 1階　 四国中央市保健センター

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年3月生 Ｈ29年4月生 Ｈ28年1月生 Ｈ28年2月生 Ｈ26年7月生 Ｈ26年8月生

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方
は、土居文化会館（ユーホール）で行われる1歳6か月児・
3歳児健診にお越しください
とき：9/15（金）13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江庁舎窓口 28-6214   保健推進課土居庁舎窓口 28-6350問

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00

月日 東部 西部

8/6
福田医院
23-2188（下柏）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄）

8/11
加地医院
23-2039（三島中央）

松風病院
74-2001（土居町入野）

8/13
宮﨑内科
59-5000（妻鳥）

相引医院
74-3127（土居町入野）

8/20
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根）

西岡病院
24-5511（三島金子）

8/27
豊永医院
56-3037（金田）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

9/3
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川）

9/10
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川）

※都合により変更する場合があります

◎急患医療センター （内科 ・ 小児科）

　56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

【診療時間】 月曜日～土曜日　19 ： 30 ～ 22 ： 30　

　　　　　 　　　（日曜 ・ 祝日 ・ 8/15 ・ 8/16 は休診）
※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています。

急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間　
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン　
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　

  089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）
　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医
　療機関受診について教えてくれます。

 
救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処

置を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同

じような感覚で安易に救急外来を受診することのな

いよう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

　がんを体験された方、またそのご家族のみなさん、お

悩みの相談など、みなさんと一緒にお話しませんか。

■とき　8/25（金）14：00 ～ 16：00

■ところ　四国中央病院南館　メンタルヘルス室

■内容　14：00 ～　ミニ勉強会　「減糖質食とがん」

　　　  14：20 ～　茶話会

■講師　竹治尚志さん（四国中央病院副院長）　

■問い合わせ先　四国中央病院　地域医療連携室

　　　　　　　　58-3515

♪　　顔
がん

晴
ば

れサロン　　（無料）　※申し込み不要

　がん患者・家族同士の交流会。

　がんに関するお悩み、不安について、同じ悩みを抱え

ている者同士でお話ししましょう。

■とき　8/7（月）14：00 ～ 15：00

■ところ　HITO 病院 10 階　談話室

■内容　夏の栄養教室

■定員　15 人程度

■問い合わせ先　HITO 病院　がん診療チーム

　　　　　　　　29-5704

♪　　HITO サロン　　（無料）　※申し込み不要



6/28 全国小学生学年別柔道大会出場

　　真鍋萌
ほ

乃
の

華
か

さん （川之江小学校 5 年生） が 8 月に

札幌市で開催される、 第 14 回全国小学生学年別柔

道大会に出場することを報告するため、 市長を表敬訪

問しました。 真鍋さんは 「全国大会では強い人がたくさ

んいると思うけどなるべくたくさん勝てるように頑張りたい

です」 と力強く抱負を話しました。

6/23 蛍の里を目指して

　　スカイフィールド富郷のホタル増殖池に、 嶺南活性化

協議会主催によりおよそ 500 匹の蛍の放虫が行われま

した。 これは蛍の里づくりを目指した取り組みの一つで、

現在生息する蛍をさらに根付かせようと、 奈良県から仕

入れた蛍を、同協議会員や地元住民約 50人が集まり、

一人ひとりが力強く光る蛍を夜空に放ちました。

6/23
全日本ジュニアテコンドー選手権
大会に出場

　　土居町にあるテコンドー道場の烈
れっ

蹴
しゅう

会
かい

（瀬戸丸崇代

表） の瀬戸丸遥さん （長津小学校 1 年生） が、 長野

県で開催される第 10 回全日本ジュニアテコンドー選手

権大会への出場報告のため、 市長を表敬訪問しました。

遥さんは、 長崎県で開催された西日本地区大会の小学

1年生女子の部で準優勝し、 出場権を獲得しました。

7/3 社会を明るくする運動啓発パレード

　　市役所本庁舎周辺で社会を明るくする運動の啓発パ

レードが行われました。 庁舎前広場で西保育園の園児

による鼓隊演奏などの出発式が行われた後、 四国中央

地区保護司会や更生保護女性会など市推進委員会の

約 180 人が、 地域で力を合わせ、 犯罪や非行のない

社会の実現を目指す活動の推進を呼びかけました。

7
7/2 原 晋

すすむ

講演会

　　市民会館川之江会館で、 青山学院大学の陸上競技

部長距離ブロック監督である原晋さんによる、 ビジネス

の経験を生かしたチームづくりや 「まずはチャンスを与え

ることが大切」 など選手の育成方法についての講演があ

りました。 原さんが語る箱根駅伝などの話に、 参加した

約 360 人の来場者は熱心に聞き入っていました。

7/9 企業合同就職説明会 in 松山

　　松山市のひめぎんホールで四国中央市企業合同就

職説明会が開催されました。 企業と学生などとのマッチ

ング機会を創出し、 優秀な人材の確保と地元企業の魅

力などの情報を発信することを目的としていて、 当日は

企業など 45 社がそれぞれ工夫を凝らしたブースで説明

し、 参加した 31 人の学生らも熱心に質問していました。



7/9 お茶摘み体験 in 富郷

　　JA うま富郷出張所周辺でお茶摘み体験が開催され

ました。 これは、 子どもたちに農業体験をしてもらうととも

に、 生産者と消費者の交流を図り、 本市の主要農産品

の一つであるお茶を広く知ってもらおうと、 JA うま富郷茶

業部会が毎年行っているものです。 参加した約 70 人

は摘み取った茶葉を使って番茶作りなどを体験しました。

7/9 FC 今治 VS 栃木ウーヴァ FC

　　サッカー日本フットボールリーグ （ＪＦＬ） はスカイフィー

ルド富郷で第２ステージ第１節の試合を行い、 FC 今治

が栃木ウーヴァFCに4-0で快勝しました。エスコートキッ

ズを務めた市内の小学生やボールボーイを務めた三島

高校サッカー部員、 市内外から駆け付けた約 800 人の

ファンは、 選手たちのプレーを熱心に応援していました。

7/14
伊予三島・川之江ロータリークラブ
短期交換留学生が訪問

　　四国ロータリークラブが行っている短期留学生交換事

業で、 本市にホームステイをしているアメリカからの留学

生らが市長を表敬訪問しました。 留学生らは練習した日

本語でそれぞれ自己紹介を行い、 市長は 「滞在中は

いろんなことを体験して、 しっかり学習して楽しんでくださ

い。」 と歓迎の言葉を送りました。

7/5,7,10 交通安全母の会　国体お守り作り

　　川之江公民館、 土居庁舎、 中之庄公民館で交通

安全母の会による、 えひめ国体出場者向けお守り作りが

行われました。 これは、 まもなく開幕するえひめ国体出

場選手や平成 30 年度新入学児童に配布し、 交通安

全を啓発するものです。 参加した会員のみなさんは一つ

ひとつ心を込めて一生懸命作っていました。

四国中央市長

篠 原  実

　

「
ダ
ム
の
お
水
」

　

一
歩
外
に
出
れ
ば
、
汗
が
噴
出
し
そ
う
な
猛
暑
の
中
、
東
京

都
内
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ
顔
を
出
す
た
め
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ

た
。

　

タ
ク
シ
ー
の
中
は
、
ク
ー
ラ
ー
が
効
き
す
ぎ
て
寒
い
。
温
度

調
節
に
ド
ラ
イ
バ
ー
も
大
変
だ
。

　

体
調
管
理
は
、
冬
よ
り
夏
が
難
し
い
…
納
得
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ダ
ム
の
水
量
が
人
間
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。

貯
水
率
が
早
く
70
％
ま
で
な
っ
て
欲
し
い
が
、
台
風
で
も
来
な

い
限
り
難
し
い
。

　

し
か
し
、
台
風
や
集
中
豪
雨
は
、
人
の
世
の
思
惑
ど
お
り
に

は
な
ら
な
い
。
九
州
北
部
豪
雨
は
、
明
日
は
わ
が
身
で
あ
る
。

　

人
間
の
社
会
は
、
ど
っ
か
最
後
は
心
の
支
え
と
し
て
、
神
仏

に
祈
り
、す
が
り
、そ
し
て
念
じ
る
し
か
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
常
に
お
か
げ
さ
ま
で
！
」と
い
う
謙
虚
さ
が
必
要
で
あ
る
と
、

こ
の
夏
は
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

9
万
市
民
の
く
ら
し
は
、
全
て
そ
の
水
を
根
本
に
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

行
政
も
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
夏
の
お
祭
り
は
、
健
康
で
暑
さ
に
負
け
ず
、
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
と
、
他
人
を
思
い
や
る
あ
た
た
か
さ
が
求

め
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。

　
「
そ
れ
で
も
、
暑
い
な
…
」
と
、
ぼ
や
く
の
は
仕
方
が
な
い
。

　
「
み
ん
な
生
身
の
人
間
だ
も
の
な
～
」
と
、
こ
れ
ま
た
納
得
で

あ
る
。



し み ん ろひ ば広報9月号は
9/1（金）発行です

次号

　日本赤十字社愛媛県支部四国中央市地区が地区
分区功労特別表彰を受賞し、7月 13日（木）に、
市長室で表彰状伝達式が行われました。
　日本赤十字社では創立10周年ごとに特別表彰を
行っており、140周年となる今年、本市地区が日赤
活動資金の募集にあたって毎年目標額を超える顕
著な活動を行っていることや、赤十字奉仕団及び
青少年赤十字の活動に積極的に取り組んでいるこ
とが認められ、表彰されました。

創立 140 周年　日本赤十字社地区分区功労
特別表彰受賞

　FC 今治の試合を取材に行ってきま
した。まだまだカメラの腕が未熟な
私は、動く人物を撮る難しさを痛感
しました。今後、打ち上げ花火も撮
りに行きますが、みなさんにお見せ
できるものが撮れるのかとても不安
です。（石）

 第 10 回記念大会書道パフォーマン
ス甲子園の本戦出場校演技順公開抽
選会。張り詰めた緊張感の中、次々
と出場校の演技順が決まっていきま
した。本番は 8 月 6 日（日）。全国
から集まる高校生書道部員たちの演
技に注目です！（西）

　公共交通機関、ありがたいもので
す。たまにバスや電車であてもなく
行けるところまで行って、その土地
の名産や隠れ家的なお店に立ち寄っ
ておいしい食事を食べながら旅行し
たいのですが計画だけで終わってい
ます。（和）

編 集 後 記

■ 8 月 5 日（土）　17：00 ～随時　
　湖水まつり（金砂湖畔公園）

■ 8月 6日（日）　9：30 ～随時
　第 10 回記念大会書道パフォーマンス甲子園
　（伊予三島運動公園体育館）

※雨でおでかけできない場合はご了承ください

今月のしこちゅ～お出かけ予定

第 10 回記念大会書道パフォーマンス甲子園
PR ポスターなどの発表、本戦出場校演技順
公開抽選会

　6 月 23 日（金）、第 10 回記念
大会書道パフォーマンス甲子園
PR ポスターなどの発表がありま
した。発表会ではポスター作成
者やキャッチコピー・パンフレッ
ト・オリジナル T シャツ作成者、
高校生企画員の合計 23 人が参加
し、ポスターのコンセプトや大
会に対する思いなどが述べられ
ました。

　7 月 8日（土）、
消防防災セン
ターで第 10 回
記念大会書道パ
フォーマンス甲
子園本戦出場校
演技順公開抽選
会が行われまし
た。
　抽選は、愛媛県から唯一出場する西条高校が直
接抽選し、5 校が生中継を見ながらくじを指定し代
理人が引く電話抽選を行い、残り 15 校が代理人に
よる代理抽選を行い、出場 21 校の演技順が決定し
ました。
　抽選会の司会や抽選代理人などは市内高校の高
校生企画員が務め、インターネットを通じて生中
継されました。
　また選手宣誓は、抽選の結果、岡山県立岡山東
商業高校に決まりました。
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あったか子育てセミナー

8 月 29 日（火）19：00 ～ 21：00（開場 18：30）
福祉会館 4階　多目的ホール
講演「若者のニート・ひきこもりを考える
　　　～発達障がいへの対応からの検討～」
8月 18 日（金）まで
代表の方のお名前、所属、電話番号、参加人数
を明記したものをファクス・E メール、または
電話で申し込みください。
※託児が必要なときは申し込み時にお知らせく
　ださい
※手話通訳、要約筆記があります
無料
藤井茂樹さん（びわこ学院大学　教育福祉学部
スポーツ教育学科長）
　発達支援課　子ども若者総合相談センター
　〔子ども若者発達支援センター内（下柏町749番地2）〕
　28-6266　　28-6030
　  palette@city.shikokuchuo.ehime.jp



平成 28 年度（12 月～３月分）

政務活動費を公開します
　政務活動費は、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として交付されるもので、当市議

会では交付を希望する議員に平成 28 年度より年額 24 万円を上限とし、交付しております。

　※ 四国中央市議会のホームページで公開しています。

　※ 平成 29 年４月１日から平成 32 年 11 月 27 日までの間、政務活動費の支給を停止しています。

議席

番号
氏　名 交付額 執行額

差引額

（戻入額）

支出科目

調査研究費
要請陳情

活動費

広報広聴

活動費
研修費 資料購入費

１ 飛鷹　裕輔 80,000 80,000 0 80,000

２ 吉原　　敦 80,000 55,635 24,365 25,635 30,000

３ 石川　　剛 80,000 55,635 24,365 25,635 30,000

４ 国政　　守 80,000 0 80,000

５ 眞鍋　幹雄 80,000 55,635 24,365 25,635 30,000

６ 三好　　平 80,000 80,000 0 80,000

７ 山川　和孝 80,000 55,335 24,665 25,335 30,000

８ 三宅　繁博 80,000 55,635 24,365 25,635 30,000

９ 谷内　　開 80,000 0 80,000

10 川上　賢孝 80,000 0 80,000

11 篠永　誠司 80,000 55,635 24,365 25,635 30,000

12 山本　照男 80,000 10,478 69,522 10,478

13 苅田　清秀 80,000 55,335 24,665 25,335 30,000

14 吉田善三郎 80,000 55,335 24,665 25,335 30,000

15 井川　　剛 政務活動費未申請

16 原田　泰樹 政務活動費未申請

17 青木　永六 80,000 80,000 0 80,000

18 石津千代子 80,000 55,335 24,665 25,335 30,000

19 谷　　國光 政務活動費未申請

20 曽我部　清 80,000 55,035 24,965 25,035 30,000

21 石川　秀光 80,000 55,035 24,965 25,035 30,000

22 西岡　政則 80,000 72,095 7,905 72,095

合　　計 1,520,000 932,158 587,842 279,585 570,000 82,573

平成 28 年度（12 月～３月分）　政務活動費収支一覧表

（単位：円）

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎吉田善三郎　 ○石川　　剛　 吉原　　敦　 国政　　守　 三好　　平　 苅田　清秀　 原田　泰樹

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６番55号(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》



●議案第 51 号「四国中央市特別会計条例の一部を改正する条例について」及び

　議案第 56 号「平成 29 年度四国中央市金子地区臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１号）」

質問　　東部学校給食センターと水産加工会社それぞれの売却の面積、単価、総額などについて伺う。また、水

　　　産加工会社の譲渡時期等について伺う。

答弁　　東部学校給食センターは、建物用地4,746.17平方メートル、土地単価１平方メートル当たり４万2,000円、

　　　駐車場用地 795.61 平方メートルで１平方メートル当たりの単価３万 1,000 円である。

　　　　水産加工会社は、面積 2,110.53 平方メートル、１平方メートル当たりの単価２万 9,800 円、これらはい

　　　ずれも土地鑑定評価に基づくものである。

　　　　総額については、水産加工会社は6,289万3,794円、東部学校給食センターは２億2,400万3,050円である。

　　　　また、水産加工会社の譲渡時期は、平成 29 年３月 31 日をもって譲渡契約をしており同日付けで土地代

　　　金の支払いをしていただいており、現在は所有権移転も済んでいる。

●議案第 53 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第１号）」所管分

質問　　新規就農総合支援事業と次世代ファーマーサポート事業の内容を伺う。

答弁　　新規就農総合支援事業は、45 歳未満の若い方が新規就農をするに当たり就農前の研修や経営不安定な５

　　　年間のある一定の条件を満たすことにより年間 150 万円を交付する事業であり、就農者に直接交付となる。

　　　　また、次世代ファーマーサポート事業は、ＪＡうま及びＪＡうまの出資法人に対する事業である。ＪＡ

　　　うま等が農機具を購入して若い青年農業者に対して共同利用を行ったり、研修を行ったりという、農協等

　　　の事業に対する補助である。

質問　　次世代ファーマーサポート事業だが、どの程度の規模の事業なのか伺う。新規就農者はこれまでに何人

　　　の方が補助を受けているのか。また、耕作放棄地がふえていると思うが状況等がわかれば伺いたい。

答弁　　次世代ファーマーサポート事業の規模は、現在ＪＡから要望のある補助対象事業費は 1,023 万 4,455 円

　　　が上がっており、それに対して補助することとなる。

　　　　新規就農総合支援事業は、現在は４名で今回１名追加となり合計５名となる見込みである。

　　　　再生利用が困難と見込まれる荒廃農地は、576 ヘクタールで、休耕田で再生可能な農地は 147 ヘクター

　　　ルである。

質問　　商工振興費は、愛媛大学の事業として紙産業コース施設整備補助金

　　　に 5,000 万円計上されているが、県の支援について伺う。

答弁　　紙産業コース施設整備における県の支援として、県が所有する建設

　　　予定地 2,144 平方メートルを無償貸与することになっている。

質問　　公園施設長寿命化対策事業は、伊予三島運動公園が 8,100 万円計上されているが内訳を伺う。また、城

　　　山公園については、５カ年計画の２年目として今回 4,472 万円が計上されているが、５年間の予定額及び

　　　事業の内容について伺う。

答弁　　伊予三島運動公園は、ベンチ８基 200 万円、練習用テニスコート 1,000 万円、通常テニスコート２面 3,000

　　　万円、園路・駐車場３カ所の補修 3,500 万円、遊具等 200 万円等となる。

　　　　城山公園では、全体で５カ年計画となっている。平地部分では川之江プールを解体、山側では園路の改

　　　修などを含めて５カ年で

　　　総額 10 億円となっており

　　　都市公園整備の認可事業

　　　となっている。

　　　　プール解体後は、広場

　　　と駐車場の整備、山側に

　　　ついては園路の改修等を

　　　予定している。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。
産業建設委員会の審査概要

◎山川　和孝　○篠永　誠司　　国政　　守　　原田　泰樹　　　◎委員長

　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

改修予定の城山公園 駐車場改修予定の伊予三島運動公園 園路

愛媛大学紙産業コース施設（イメージ図）



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。
教育厚生委員会の審査概要

◎西岡　政則　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　眞鍋　幹雄　　　◎委員長

　谷内　　開　　川上　賢孝　　吉田善三郎　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 52 号「四国中央市公民館条例及び四国中央市教育施設等使用条例の一部を改正する条例について」

質問　　公民館使用料の取り扱いについて伺う。

答弁　　通常の使用については無料であるが、有料の場合は企業の職員研修などを行う場合が対象となる。

質問　　現在の公民館における職員等の雇用形態を伺う。

答弁　　市内の公民館については、現在、川滝・新宮・嶺南公民館には主事補がいない。そのほかの公民館につ

　　　いては、公民館長・主事・主事補・夜間休日管理人の４人体制で運営している。

　　　　公民館長については非常勤特別職、主事については川之江・三島地域と新宮公民館については市職員で

　　　ある。

　　　　土居地域については６つの地区の公民館運営委員会と委託契約をしており、その中で主事を雇用してい

　　　る。

●議案第 53 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第１号）」所管分

質問　　太陽の家成人施設費について、萬翠荘の民営化に伴い、一般職給料の増額と臨時職員減額の内訳を伺う。

答弁　　太陽の家の平成 28 年度体制については、正規職員が 18 名、臨時職員が 18 名の合計 36 名であった。平

　　　成 29 年度の体制は正規職員が 38 名、臨時職員が 11 名の合計 49 名の体制である。正規職員の増により一

　　　般職給料が増額となり、臨時職員の減により臨時職員賃金等が減額となったものである。

質問　　パレットの夏休み期間中における放課後デイサービスの

　　　取り扱いについて伺う。

答弁　　夏休み期間については、特別支援学校・特別支援学級双

　　　方の放課後デイサービスを目指すところであるが、今年度

　　　は人材の確保が整っていないことから、昨年と同様の特別

　　　支援学校のみの放課後デイサービスを行う予定で、保護者

　　　には６月初旬にその旨連絡したところである。人材確保等

　　　の体制整備ができた時点で、将来的には特別支援学校・特

　　　別支援学級双方の放課後デイサービスを行えるようにした

　　　い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問　　東部学校給食センターにおける提供数と土壌汚染につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て伺う。また、液状化と津波等の対策について伺う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答弁　　食数については、基本構想、基本計画、基本・実施設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と検討してきて、当初の提供食数を 3,200 食とすること、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び能力的には 3,500 食まで対応可能とする方針に変わり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土壌汚染については、港湾課による検査の結果、問題は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液状化については、基礎の設計において頑丈な杭を打つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こととしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津波については、浸水の想定区域には入っていない。

質問　　吉野川水資源地域対策基金

　　　事業補助金について内容を伺

　　　う。

答弁　　吉野川の上流・下流地域で

　　　の交流を行う事業で、内容と

　　　しては早明浦ダムでのカヌー

　　　教室や間伐材の体験事業であ

　　　る。

子ども若者発達支援センター（パレット）

間伐材体験の様子カヌー教室の様子

東部学校給食センター（イメージ図）



●議案第 53 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第１号）」所管分

質問　　電源立地地域対策交付金は、当初でも計上があったが、

　　　毎年支給されるものなのか。また、何にでも使用できるの

　　　か。

答弁　　電源立地地域対策交付金とは、市内に立地している水力

　　　発電施設の算定発電電力量を基準として算出されていて、

　　　年間交付限度額が当市では 913 万 3,000 円となっている。

　　　　また、制約の少ない交付金で、いろいろなものに充当で

　　　きるが、交付金の目的から言って、発電施設周辺の地域に

　　　使用するものとして、ここ数年は新宮・嶺南地域の事業に

　　　充てている。

質問　　中曽根公民館新築事業債が減額になっているが、変更内容を伺う。

答弁　　中曽根公民館新築事業債の減額は、事業費を精査したことと、木材利用促進事業に該当し、補助金が確

　　　定したことに伴い、一般財源が減ったことによる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問　　地域おこし協力隊の活動内容は。また、市民や外部との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流はあるのか伺う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答弁　　地域おこし協力隊は、農業支援や高齢者の見守りなど目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的をもって赴任されてきているが、現在はまだ期間が浅い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、いろいろと体験しながら、どういう活動に専念して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくか模索中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動報告については、毎週週報を提出してもらっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流としては、新宮・嶺南地域ともに地域のイベント等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に多数案内いただいており、できるだけ参加するようにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。また、他自治体の地域おこし協力隊員との交流機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会の拡充等を県に依頼しているところであり、これについ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても積極的に参加していきたい。

質問　　地域防災組織育成助成事業補助金は、どういう内容か。

答弁　　今回補正の補助金は、資機材等を整備する際に補助するもの

　　　で、三角寺自主防災組織へ支出するものである。

質問　　前年度繰越金を一般財源として使用するという話だが、この

　　　金額の根拠は。また、どこかに重点化して充当したのか。

答弁　　平成 28 年度決算の実質収支が約 20 億円であり、繰越金予算

　　　計上は、当初予算と合わせて４億 6,000 万円ほどで、妥当な金

　　　額であると考える。また、この繰越金は、あくまで一般財源で

　　　あり、市政全般にわたる計上予算に充てるものである。

●議案第 54 号「平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算」

質問　　70 才以上の高額療養費の上限額が変わるとのことだが、内容を伺う。

答弁　　国民健康保険の高額療養費制度では、所得の階層に応じて、現役並み世帯、一般世帯、低所得Ⅰ、低所

　　　得Ⅱの４段階にわけられてる。そのうち、現役並み世帯の外来個人の窓口負担限度額が月当たり４万 4,400

　　　円から５万 7,600 円に、一般世帯では１万 2,000 円から１万 4,000 円にそれぞれ引き上げられることが主

　　　な改正点である。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。
総務市民委員会の審査概要

◎井川　　剛　○石川　　剛　　三好　　平　　三宅　繁博　　　◎委員長

　山本　照男　　苅田　清秀　　石津千代子  　谷　　國光　　　○副委員長

新宮地域福祉バス

地域おこし協力隊と地域の皆さん

防災資機材



　　　　 氏　　名

議 案 番 号
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岡

承 認 第 ３ 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 5 1 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 5 3 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 5 4 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 5 6 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 6 2 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 6 3 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況
※ 賛否等の分かれた案件を記載しています。
※ ○：賛成　×：反対

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第１号 四国中央市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

承認第２号
四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについ
て

承　　認

承認第３号
平成 29 年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認

議案第 51 号 四国中央市特別会計条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 52 号 四国中央市公民館条例及び四国中央市教育施設等使用条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 53 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 54 号 平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55 号 平成 29 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 56 号 平成 29 年度四国中央市金子地区臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 57 号 平成 29 年度四国中央市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 58 号 平成 29 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 59 号 平成 29 年度四国中央市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 60 号 平成 29 年度四国中央市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 61 号 四国中央市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 62 号
四国中央市歴史考古博物館（仮称）新築工事（建築・機械設備工事）請負契約の締結につ
いて

原案可決

議案第 63 号 川之江文化センター耐震補強改修工事（建築・機械設備工事）請負契約の締結について 原案可決

議案第 64 号 四国中央市川之江浄化センター（長寿命化）の建設工事委託に関する協定の締結について 原案可決

議案第 65 号 新たに生じた土地の確認について 原案可決

議案第 66 号 町の区域の変更について 原案可決

議案第 67 号 市道路線の廃止について 原案可決

議案第 68 号 四国中央市副市長の選任につき同意を求めることについて 同　　意

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
異議なき旨
答　　　申

選挙第１号 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 指名推選

選任第１号
議会改革調査特別委員会、地方創生特別委員会及び広報ＩＣＴ推進特別委員会委員の選任
について

選　　任

28 年
請願第４号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 継続審査

29 年
請願第１号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 継続審査

28 年
陳情第１号

家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める陳
情

継続審査

平成 29 年 第２回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　
◆産官学の連携について

　　　人材育成、基幹産業振興とともに、セルロースナノファイバーを活用する新産業構築は全て近未来への希

　　　望とつながっている。そこで、愛媛大学の紙産業コースの内容及び新校舎建設事業について、また愛媛大

　　　学の誘致で期待される効果について伺う。

　経済部長
　紙産業コースは、製紙、紙加工製品の技術や、経営に関する専門的科目を学ぶとともに、企業

見学や実習など学生みずからの五感を使った学習を通じて、実践力を身につけるものとなってい

る。また本コースは３年次から四国中央市で学ぶこととなっており、学生や研究者等が入居する

新たな施設整備に係る支援をしていきたい。

　愛媛大学の誘致に関しては、紙産業コースで学んだ学生の地元就職による地場産業の振興や、

市内企業からの研究開発ニーズに応える技術移転など、大学の技術が市内企業に伝授され、新た

な市場競争力が生まれてくるものと思われる。

その他の質問　〇愛顔つなぐえひめ国体について　〇要支援者への配慮について　〇地域医療について

　　　　　　　〇市内交通ネットワークについて　〇安心の子育て支援について国政　 守 議員

　

青木 永六 議員

◆来年から県運営による、国民健康保険料アップ等の市民負担増を避けよ

　　　12万 6,053 円、これは平成 30年度四国中央市の一人当たりの国民健康保険料を、愛媛県が定められた方式

　　　で試算し国に報告した金額で、平成 28年度より１万 6,120 円、14.7％アップの過去最高額である。「保険料

　　　方式」から「保険税方式」へ変更など保険額を含め、市民負担の増大は許せません。

　市民部長、国保医療課長

　現在 愛媛県が国に報告している数値は、あくまでも試算であり、現在も国と地方とで協議が続

けられている。納付金及び標準保険料率算定のガイドラインが改定されたこともあり、試算結果

次第で公費の算定方法等に係るさらなる改定が行われる可能性もあることから、動向に注視して

いきたい。

　また保険料方式から保険税方式に移行した場合は、収納強化の点ではメリットがあるものの、

システム改修費用が多額になるなどのデメリットもあり、双方を総合的に勘案し検討する必要が

あると考えている。

その他の質問　〇地域公共交通の充実を目指して

　　　　　　　〇中核病院建設は協定書どおり三島地域に早期建設を

　

　
◆災害時の避難所におけるライフラインの確保について

　　　災害時等、ライフラインが寸断された時、代替の電源・熱源にはＬＰガスが大変有効であることが、東日

　　　本大震災からも明らかであったように、災害時には避難所になるであろう学校や公共施設に、ＬＰガスバ

　　　ルク貯槽と移動式トイレの設置を提言する。

　消防長、教育長

　現在建設中で避難所の機能を有する市民文化ホールや川之江地域交流センター（仮称）には、

一般的に採用されている軽油燃料等を用いたディーゼル型の自家用発電装置を設置し、電源を確

保する予定である。

　今後、非常用電源の設置に当たっては、ＬＰガス発電機とディーゼルエンジン発電機、それぞ

れの製品の汎用性やメンテナンス性、コスト、施設の規模等総合的に比較検討していきたい。

　また各学校にある防災倉庫には非常用のトイレとして、下水道管に直結するマンホールトイレ

の準備もあり、災害時には活用できるようになっている。

その他の質問　〇危機管理意識の共有は難しいか谷　 國光 議員

◆小中学校教員の勤務実態について

　　　文部科学省が公立小中学校の勤務実態を発表し、小学校で 11 時間 15 分、中学校で 11 時間 32 分など過酷

　　　な実態が明らかになった。いじめ問題は増加しているのが現状であり、教職員が子供と向き合える時間が

　　　必要である。教職員の業務の負担軽減を図るためにも、校務支援システムの早期導入をお願いしたい。

　教育委員会事務局指導部長

　現在のところ市内の小中学校では、通知表や指導要録などさまざまな帳簿類を手書きで作成し

ているが、校務支援システムでは書類作成や情報管理を一体的に行うことが可能で、同システム

を導入した結果、教員１人当たり年間 168 時間の職務を軽減し、１日あたり 30 分から 1 時間程度

児童生徒と向き合う時間がふえたという報告もある。

　県内ではいくつかの自治体が既に導入済みであり、近隣自治体においても平成 30 年度には導入

される予定と聞いており、どのようなシステムを導入するか視察などを行い調査研究している。

その他の質問　○新宮小規模特認校事業について

　　　　　　　○地方創生に向けた東予東部圏域における広域連携について谷内　 開 議員



◆災害救護体制について

　　　災害発生時に人命救助に向かうドクターヘリだが、愛媛県にも配備され、救える命がふえたと思う。その

　　　機能及び現在の出動状況、さらには当市における専用の乗降する場所が必要と思うがいかがか。

　消防長

　本年２月１日の運航開始から４月末までの３カ月間に、本市からは４件出動要請を行い、うち

２件では重症患者に対し、迅速な初期治療が行えたと聞いている。ドクターヘリと救急車が合流

し傷病者が乗降する場所をランデブーポイントといい、市内に 10 カ所登録されており、そのうち

アスファルト舗装されたヘリ専用のものは、伊予三島運動公園北側・富郷ダム左岸・新宮インター

チェンジ付近にそれぞれ１カ所ずつ整備されている。

　今後は川之江地域の金生川河川敷と土居地域の関川河川敷に、新しくヘリ専用の離発着場を整

備するために協議を行っており、ドクターヘリを有効利用するためにもハード面での体制を整え

て行きたい。

その他の質問　○在宅及び施設介護について　○公共交通ネットワークについて

　　　　　　　○地域おこし協力隊について 眞鍋 幹雄 議員

　
◆福祉サービスの人員不足と地域共生社会について

　　　国の提唱する地域共生社会の内容の実現に向け、現在の地域包括ケアシステムとどう関連づけていくのか。

　　　また、深刻な人手不足が懸念される福祉サービス従事者を確保するための平成 29 年度新事業と潜在的有資

　　　格者の活躍を促すための取り組みはどのようにしていくのか。

　福祉部長、高齢介護課長

　生活支援体制整備事業の中で、支援サービスを行う事業主体や地域住民と連携しながら、多様

な日常生活の支援体制の充実や強化を図っているところであるが、事案によっては複数の関係機

関が連携して対応しなければならないことから、分野を超えて総合的に対応可能な体制の構築に

向け、準備を進めているところである。

　また福祉サービス従事者を確保するための取り組みとしては、人材確保・潜在的有資格者の活

用を図れるよう、7 月に介護福祉士・保育士・看護師等の合同就職説明会を開催し、就業希望者と

福祉事業所との交流の場を設けることなどを行っていきたい。

石川　 剛 議員 その他の質問　○子供の虐待防止について　○公園の安全管理について

飛鷹 裕輔 議員

　教育委員会事務局管理部長

　特別支援学級等には必要度の高い教室からエアコンを設置しているほか、通常の学級には業務用

の扇風機を活用している。市内小中学校の全ての教室にエアコンを設置するには約９億円が必要と

見込まれ、設置後の電気代や修繕などの維持管理費用も課題となることから、現在は設置の予定は

立っていない。

　教育施設の整備方針として、耐震化などの安全に係る施設整備を進めており、今後は施設の長寿

命化や統廃合を見据えた中で、エアコン整備についても総合的に検討していきたい。

◆子供たちの命と健康を守るために、エアコンの設置を求める。子供たちによりよい学習環境を

　　　暑い夏が目の前に迫り、市内小中学校に通う児童生徒から悲鳴が上がっている。エアコンの設置は全国の

　　　公立小中学校の普通教室で右肩上がりに伸びている。愛媛県全体の小中学校の普通教室の設置率は 4.6％、

　　　香川県は 81％であるが、全国の流れを市長はどう見るのか。

その他の質問　○子育て支援について　○子供の医療費について　○学校給食について

　　　　　　　○生活保護費過払い問題について

 本会議での発言を記録した６月定例会の「会議録」を、９月上旬に市役所本庁ロビー、各
庁舎及び市内各図書館に備えます。
 また、四国中央市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでごらんくだ
さい。



吉原　敦 議員

　市長、副市長、教育長、福祉部長、教育委員会事務局指導部長、学校教育課長、発達支援課長

　当市が県に対して提案している分校の設置は、市内の余裕教室を有効活用する形態であるが、
将来的に必要な教室数の予測や施設整備などのハード面だけでなく、インクルーシブ教育の推進
に向けた方向性などのソフト面においても提案しながら、今後も県と連携し分校設置に向けた歩
みを進めていきたい。子ども若者発達支援センターの運営については、一部の職種において若干
名の欠員が続いている。また運営の評価については、障害児等福祉審議会において審議を予定し
ており、苦情や要望については、御意見箱やフェイスブック等により、広く収集できる体制を取
ることで事業の充実に努めていきたい。小学校でのいじめ対策としては、市や各学校がいじめ防
止基本方針を定めており、市・学校・地域・家庭が連携し協働する体制整備に努めており、いじ
めが認知された場合には組織で対応し、関係機関と連携し早期解決と再発防止に取り組んでいる。
太陽の家での虐待防止については、施設の運営計画の中で虐待防止委員会を設置し、毎月研修会
を開催している。

◆市内特別支援学校設立現状、子ども若者発達支援センターの現状、学校の課題、太陽の家の課題

　　　市内に特別支援学校を設立するに当たり、県はまだ問題ありとするが、市の取り組みはどうか。子ども若

　　　者発達支援センターの職員配置の現状と運営の点検、評価を早急に行い、発展させるべきではないか。小

　　　学校のいじめ対策は。太陽の家における虐待防止の実情と対策はどうか。

　　　

◆東京都の入札契約制度改革に学ぶべき

　　　東京都が都民から見て競争性・公正性に疑念を生じさせること自体、発注者として回避することが大きな

　　　責務として、１者入札 99.9％落札の抑制を目指し「予定価格の事後公表」、「１者入札の中止」、「ＪＶ結成

　　　義務の撤廃」などの入札契約制度改革に学び、当市も検討に着手すべき。

三好　 平 議員

　財務部長、契約検査課長

　東京都における入札制度改革の動向は、今後の一つの指標となり得るものであるため、実施状
況を注視していきたい。予定価格は、公表を事後に行ったとしても、落札金額に大きな下落は見
込めないという有識者の意見もあり、当面の間は、県下自治体と歩調を合わせ継続実施していき
たい。１者入札については、広く公告し入札参加者を募集した結果であり、必要な競争性は確保
されたものとの考えや、労働力確保の困難性や資材高騰などの現状から、県の特例措置に準じて、
本年度も現状の運用を継続していく。今後については、県や他市の情勢を見ながら、運用方針を
決定していきたい。なお、当市での大型事業については、単独受注の困難な上位工事への参加機
会拡大のために、施工内容などからＪＶ方式を採用し、競争性の確保と企業の育成の両立を目指
している。

その他の質問　○篠原市長の政治姿勢について

　
◆コミュニティバス運行とコンビニエンスストアでの公共料金等取り扱いについて

　　　コミュニティバスを観音寺市と三豊市が運行しているが好評と聞く。ますます高齢化が進む本市も市内循

　　　環型バスの運行を計画してはどうか。また、コンビニエンスストアで市税や公共料金等を取り扱いできれば、

　　　市民サービスの向上につながり納付率も上がるのではないか。考えを伺う。

　総務部長、建設部長、会計管理者、経済部長

　コミュニティバスは、民間路線バス等と直接的に競合しない形での運行をしなければならない

ものの、公共交通を必要とされる方の利便性の向上につながると思われる。民間路線バスの今後

の動向にも注意しながら、導入への具体的な研究を進めていきたい。

　コンビニエンスストアでの公共料金の取り扱いは、納付方法の多様化により市民の利便性の向

上につながる反面、費用対効果等のリスクも考慮しなければならない。現代人の多様なニーズや

ライフスタイルにマッチングしていることから、今後、費用対効果を核として利便性、収納率な

どさまざまな角度から、再度、検証していきたい。

山川 和孝 議員 その他の質問　○コミュニティバス運行と立地適正化計画について

一 般 質 問
紙面の都合上

一般質問の一部

を掲載してい

ます。　 　



議　員　表　彰

　長年市政の発展、振興に努められた功績に対し、表彰状が贈呈されました。

■全国市議会議長会

　〔一般表彰〕　　議員在職 10 年以上　　　　苅田　清秀　議員

議会を傍聴してみませんか ?

　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴する

ことができます。傍聴を希望される方は、本会議及び委員会当日に、市役所

５階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入の上、傍聴してください。

　また、本会議の模様は市役所２階ロビーのテレビ、ケーブルテレビ、イン

ターネットで生中継をしています。

　　議会改革調査特別委員会

　　　◎三宅　繁博　　○曽我部　清　　　川上　賢孝　　　篠永　誠司

　　　　吉田善三郎　　　青木　永六　　　西岡　政則

　　地方創生特別委員会

　　　◎眞鍋　幹雄　　○石川　秀光　　　三好　　平　　　山川　和孝

　　　　谷内　　開　　　苅田　清秀　　　原田　泰樹

　　広報ＩＣＴ推進特別委員会

　　　◎国政　　守　　○谷　　國光　　　飛鷹　裕輔　　　吉原　　敦

　　　　石川　　剛　　　井川　　剛　　　石津千代子

◎委員長　〇副委員長
特 別 委 員 会 委 員

※ ６月定例会の委員会の委員長報告をケーブルテレビで放送しています。

　 放送時間等は不定ですので御了承ください。



2017.8.1 NO.53

　平成 29 年第２回定例会は、去る６月６日から 23

日までの 18 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、平成 29 年度一般会計補正予算を

初めとする市長提出議案 18 件、承認３件、諮問１件、

選挙１件、選任１件、請願１件が上程されました。

主な内容
① 議員表彰等 ･･････････････････P35
② 一般質問 ･･････････････P34 ～ P32
③ 賛否の状況等 ････････････････P31
④ 委員会の審査概要 ･･････P30 ～ P28
⑤ 政務活動費を公開します ･･････P27

日本の原風景・曲線の妙（川滝町下山）
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